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挨拶

節目の２０年、助け合いと地域への貢献         ナルク枚方拠点代表   近藤秀子

ナルク「天の川クラ

ブ」は設立２０周年を

迎えました。

この記念すべき年

に拠点代表としてお

祝いを述べる機会を

頂く栄誉に心から感

謝いたします。

ナルクは自立・奉仕・助け合いの方針のもとそ

の活動が生きがいにつながることを理念に発足

しました。 それから２０年、「天の川クラブ」は屈指

の会員数を有する大きな拠点に育ちました。

設立当初の何もない中で骨身を惜まずご尽力

くださいました諸先輩方のお力には、心からの敬

意を表し感謝申し上げる次第でございます。

また、会員のボランティアに対する意識の高さ

も大きくこの会を育て上げた要因のひとつだと

いえます。

そして、さらなる要因として枚方市が社会教育

の「枚方テーゼ」の発信の地として多くの市民が

自立を学ぶ機会を得ていて、「福祉の枚方」として

全国に名を馳せた土壌があったこと。

加えて枚方市の関係部署及び社協・ＮＰＯ諸団

体のご支援を頂いたことが、大きな力になったこ

とは申すまでもございません。 ２０周年を迎える

に当たり改めて御礼申し上げます。

この間、特筆すべきこととして２００８年に、設立

時の枚方・交野拠点からの交野地区の分離独立

がありました。 「各行政に１拠点を」という本部の

方針のもと分離に踏み切りましたが、その後の交

野拠点の活躍ぶりは私どもにも大きな刺激とな

っており、拠点分離の好事例だといえます。 交野

拠点とはこれからも姉妹拠点として協力体制を維

持してまいります。

ナルクの大きな活動の柱の一つに会員相互扶

助活動があります。

私は「自分の老後は自分で責任を持つことにな

る」という趣旨に賛同し入会した経緯がございま

すが、急加速する高齢化社会の中でＮＰＯボラン

ティア団体として、出来ることは何かと、いつも問

い続けながら活動をしてまいりました。

会員同士の助け合いだけで踏みとどまること

なく、行政の関係部署・社協・ＮＰＯ各団体との連

携を今まで以上に密にして、今私たちに求められ

ていること、するべきことを見極めて１歩、２歩踏

み出して地域貢献活動につなげなければなりま

せん。

高齢者が高齢者を支援する時代、今こそ、まさ

に私たちシニア・ボランティア団体である「天の川

クラブ」の出番です。 自らの活動が自身の介護

予防につながるという自覚と自信を持って次の

世代に襷
たすき

をつなげてまいりたいと思います。

２００８年１０月４日 枚方・交野拠点「分離・独立」臨時総会 ２００８年１１月１日 交野拠点「いわふねクラブ」設立総会
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       ４

祝辞

全拠点のモデルとして                                  ナルク会長   高畑敬一

２０年前の４月

２０日、エル・おお

さかでの設立総会

が４００名を超える

人で入り切れない

大盛況。 終了した

後、直ちに枚方市

と大阪市で活動拠

点（支部）をつくることにした。

役員の選出も順調に進んだが、事務所の用意

が大変だった。 大阪拠点は（株）寺内の社長が本

店の空事務所を無料提供して下さったが、枚方は

見当たらず、星川初代代表等役員の皆さんが見

つけてくれた文化住宅の一室を借りることにした。

家賃は一年間本部負担にして「会員同志の助け

合い時間預託ボランテア」の実績を挙げるよう強

く要請した。

小山夫妻や細野、増田さん等が先頭に立って懸

命にボランテイアに励まれ、今日の枚方拠点の基

礎を築かれた。 それがナルク全体に広まっていき、

又歴代の枚方拠点代表の皆さんが、自分の代に

何か新しい事業をと熱心に取り組まれたのが実を

結んで、今やナルク全拠点中ベスト３に名を連ね

るまで発展された。

とりわけ枚方市からの受託事業がナルク活動

と評価されて、ナルク拠点のモデルとされている。

今後、介護保険から要支援Ⅰ、IIの給付が無く

なって地域支援事業に位置付けされているが、こ

の事業は地域包括ケアのサ－ビスと一体となって

組み込まれ、訪問医療、訪問介護から看取りまで

総合的にコーディネートされるようである。 具体

的作業はこれからであるが、ナルク枚方拠点がこ

の作業の中心的役割を果たして新しい時代の見

本をつくってもらいたい。

会員不足と担い手不足はその中でおのずから

打開されていくであろう

ナルクのフロントランナー・枚方への期待       ナルク交野拠点代表  戸田十九一

「天の川クラブ」設

立２０周年、おめでと

うございます。

時間預託活動・奉仕

活動・文化スポーツ活

動というナルクの基本

活動を踏まえながら財

源基盤を強固にするた

めの事業活動、さらに

は地域貢献活動と発展的にまた活動領域も広範

にわたって活動されてきました。 その時々の社

会的ニーズを的確に把握し企画・事業化されてき

た結果だと考えます。

そのことが会員一人ひとりにとって、ボランテ

ィア活動の選択肢の幅を広げ、活発化をもたらし、

今日の素晴らしい活動実績に結実したのだと思

います。

「いわふねクラブ」にも皆さん方と創立以来共

に活動してきた方々が多数います。 「天の川クラ

ブ」の会員としての活動・イベント・研修会等々を

懐かしく思いだされています。

分離独立後、今日の「いわふねクラブ」がある

のも姉妹拠点と位置付けていただき、様々なご

支援・ご指導があったからこそと感謝しています。

今後も、我々ナルクのフロントランナーとして良き

進むべき方向を示していただきたいと思います。
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      ５

祝辞

自立し、支え合う地域社会の実現に向けて               枚方市長    竹内 脩

ナルク枚方拠点「天

の川クラブ」の設立２０

周年を心からお慶び申

し上げます。

皆様には、長年に渡

り会員相互の助け合い

や様々な地域貢献活

動を通じて多くの方々の生活を支え、地域を豊か

にし、そして自らも元気で生きがいを持った人生を

過ごされていることに深く敬意を表します。

また、「在宅生活援助事業」や「生きがい創造学

園」など本市行政の各般にわたって多大なるお力

添えをいただいておりますことに、厚くお礼申し

上げます。

家族や地域のつながりの希薄化が叫ばれる昨

今ですが、一方で震災や度重なる災害を教訓に、

地域における人と人との結びつき、絆の重要性に

多くの人々が目を向け始めているように感じま

す。

本市においては、自立と支え合いを実践される

皆様の活動によって、これまでから地域に「自助」

「共助」の芽が育まれていると考えており、今後さ

らに皆様の活動の輪が広がっていくことに大き

な期待を寄せているところです。

本市は今後も皆様と手を取り合い、誰もが健康

で生き生きと自立した生活を送り、互いを支え合

うことができる地域社会の実現に力を尽くして参

りますので、変わらぬご支援ご協力をよろしくお

願いいたします。

貴会の益々のご発展と、会員の皆様のご健勝

ご多幸を心からお祈り申し上げます。

地域福祉の推進に共に取り組んで

社会福祉法人 枚方市社会福祉協議会    会長   髙野 勝

ナルク枚方「天の川

クラブ」設立２０周年、

おめでとうございます。

心よりお慶び申し上げ

ます。

貴クラブは、「自立」、

「奉仕」、「助け合い」を

基本理念に、長きにわ

たり先駆的な活動を展開されてきました。 その活

動に対し深く敬意を表します。

特に、会員同士が互いに支え合い、助け合う、

時間預託制度は全国からも注目され、実績を重ね

てこられました。 また、子どもからお年寄りまでを

対象とした福祉・文化・スポーツ・環境美化活動な

ど、多様なボランティア活動の推進は、枚方市の

福祉の増進をはじめ、各分野の向上に大きく貢献

されてまいりました。 今後もより一層のご活躍を

ご祈念申し上げます。

近年、少子・高齢化の進行や社会経済環境の

悪化に伴い、福祉課題・生活課題を抱えた人たち

や、家族や地域とのつながりをもたず、孤立した

人たちが増えています。

このような状況の中、本会では誰もが社会的

に孤立することのないよう、地域で共に支えあう

「地域福祉の推進」に全力で取り組んでおります。

その推進に向けて、幅広い福祉活動を展開されて

いる貴会との連携・協力が一層重要となってまい

りますので、今後とも皆さまのご支援・ご協力を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

結びにあたり、ナルク枚方「天の川クラブ」の

益々のご発展と、会員の皆さまのご健勝とご多

幸を祈念し、挨拶とさせていただきます。
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ナルク（ＮＡＬＣ）の紹介

ナルク（ＮＡＬＣ）は、「ニッポン・アクテ

ィブライフ・クラブ」（Nippon Active Life 

Club）の頭文字から取られた略称です。

１９９４年（平成６年）４月２０日、社団

法人「長寿社会文化協会」 （Wonderful Aging 

Club）に、ＷＡＣアクティブ・クラブ、略称ＷＡＣ・ＡＣ

として設立されました。 ＷＡＣ・ＡＣは、アメリカの

「全米退職者協会」（American Association of 

Retired Persons、略称ＡＡＲＰ）をモデル

として結成されたものです。

１９９８年（平成１０年）６月、ＷＡＣ・ＡＣ

は、ＷＡＣから離れて独立し、「ナルク」に

なりました。

１９９９年（平成１１年）６月、経済企画庁から全

国ネットの特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人)として

認証されました。

ナルクの特長

ナルクの理念

自   立
いつまでも健康で、精神的に自立し、「質の高い」

人生を送る。

奉  仕
ボランティアを生きがいにし、社会と人に貢献す

る。

助け合い
会員相互が時間預託制度で助け合い、生活を豊

かにする。

ひとり、一人が自立して、人のため地域のため

に「できることを、できるときに、できる方法で、」

奉仕活動をして「健康と生きがい」を得ることで、

「生涯現役」を実現することにあります。

時間預託制度

ナルクの特徴とする制度です。

自分が元気なうちに会員間で｢助け合い｣によ

るボランティア提供の時間を１時間１点の預託点

数として積み立てます。

そして必要になったときに積み立てた点数でボ

ランティアを利用します。 利用できるのは、自分、

配偶者、両親です。 預託点数は、自分の老後のた

めに備えたり、遠くにいる両親のために利用した

りすることができます。

時間預託になる作業の内容は、例えば、掃除、

洗濯、食事の支度・後片付け、留守番などの家事

援助や、車による買い物や外出・通院の送迎、話

し相手、福祉施設での手伝いなどがあります。

入会と会費

会員は原則として５０歳以上ですが、若い会員

の方も大歓迎です。 できるだけ夫婦で入会され

ることをお勧めします。 年会費は３，０００円（夫

婦でも同額）です。

ナルクは全国ネットで活動

全国 １２６拠点一覧
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ナルク枚方拠点「天の川クラブ」

１９９４年（平成６年）７月３０日、長寿社会文化

協会、略称ＷＡＣアクティブ・クラブ(ＷＡＣ・AC)の

枚方交野支部が、「天の川クラブ」の愛称で設立

されました。

枚方交野支部は、同年の４月２０日に発足した

ＷＡＣ・ＡＣから７月２３日に設立された大阪支部に

続く、ＷＡＣ・ＡＣの２番目の支部です。

その後、ナルク枚方・交野拠点になり、２００８年

（平成２０年）１１月１日、枚方拠点と交野拠点に分

離されました。

組織と運営

「天の川クラブ」の活動は３本の柱が支え

ます。 会員の相互扶助による活動と福祉施

設での活動を主とする「時間預託活動」、子

育てなど地域社会への貢献や会報手配りな

どの「奉仕活動」、会員の親睦と健康維持の

「文化・スポーツ活動」の３本の柱です。

さらにもう一組の３本の柱が「天の川クラ

ブ」を支えます。 枚方市から受託した３事業

による市民を対象とした地域貢献の 「事業

活動」、会員の活性化を図る「会員活動促進」、

クラブの維持運営・発展のための「事務局・

広報渉外活動」です。

年１回開催の定時総会、月１回開催の運営

委員会でクラブの進む方向が決められます。

地区会

近くに住む会員がお互いに助け合うために、枚

方市を１０の地区に区分して、地区ごとの活動をし

ています。 「天の川クラブ」の会員は自宅のある

地区の地区会に属します。

地区には代表世話人と数人の世話人がいて、

地区内の会員間の連絡網もできています。

年２回以上の地区会を開催し、食事をしながら

の親睦懇談会だけでなく、料理教室、枚方市の出

前講座、地区内散策などさまざまな活動をしてい

ます。 地区会は「天の川クラブ」活性化の鍵を握

っています。

各地区には地区担当の運営委員を配置して、

「天の川クラブ」内のコミュニケーションを良くし

会員間の意思の疎通を図っています。

コーディネーターも地区を配慮して任命し、世話

人、代表世話人の協力を得て、地区内での活動の

依頼案件は、できる限り地区内で提供できるよう

目指しています。
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２０年のあゆみ

１９９４年７月３０日、ＷＡＣ・ＡＣ枚方交野支部

「天の川クラブ」が設立されてから、２０１４年３月

末までの「天の川クラブ」の歴史を「２０年のあゆ

み」と題してまとめました。

「２０年のあゆみ」は、会報「天の川」に掲載され

た、初代から第１０代に至る「天の川クラブ」代表

の就任時の挨拶を軸として、年度別の会員の活

動状況を整理しました。

初代   星川 桂一郎 支部長    支部 設立総会           会報｢天の川」 １９９４年９月号(創刊号）

地域のボランティア活動に向けて 「ＷＡＣアクティブクラブ枚方交野支部発足」  

７月３０日、枚方市民会館で支部設立総会を開

催しました。 第一部はボランティアに関心を寄せ

る一般市民の方も交えて福祉問題に携わってい

らっしゃる福祉教育研究所主宰の本原孝久先生

をお迎えして「ボランティアの街づくり」と題した

記念講演を行いました。

実践の中から起こった数々の事例をあげて介

護を受ける人の気持ちになっての活動の大切さ

と、真に豊かな街づくりのボランティアの在り方

など、心に残るお話でした。

第二部の支部設立総会は御出席いただいた

五十名の会員の中から議長を選び議事を進めま

した。

枚方市の小椋助役様より御来賓祝詞を頂き、Ｗ

ＡＣアクティブクラブの高畑会長の本部経過報告

と支部設立趣旨説明が行われて設立準備委員よ

り「支部事業計画」および「支部規約」の提案説明

があり多数の拍手で原案が決まりました。

「支部役員選出」は、下記の諸氏が総会でご賛

同を得て支部の運営に当たらせていただきます。

(敬称略アイウエオ順)

支部長： 星川桂一郎  

副支部長： 片岡公子 中田賢治 細野恵美子

幹事： 井田敏男 大田武司 小山 晃 杉森弘子

久本ひさ子 松村サヨ子 増田文子 百瀬敬吾

監事： 浦上益則 山本富三

WAC・AC 枚方交野支部設立のご挨拶                     支部長   星川 桂一郎

WAC・ACは本年４月２０日 大阪府

労働会館に於いて会員約４００名の参

加を得て発足致しました。 この種の

ボランティアの会は全国に１４０グル

ープ程あると言われていますが、

WAC・ACは唯一、全国ネットを目標に

北海道から沖縄まで「時間預託」制度

を普及させる遠大な目標をもって活動を展開して

支部作りを行っています。

私達枚方交野支部は高畑敬一会長の居住区域

の支部であるため全国のモデルになるように早

くから準備にとりかかって、現在支部の会員が１２

０名を突破しましたので本年７月３０日

に市民会館で支部設立総会を行いまし

た。

その席上で皆様にもっと親しみやす

い愛称を、と言うことでニックネームを

応募して「天の川クラブ」と称することに

しました。

秋には支部事務所も定めて具体的に活動を始

められるよう準備を進めています。

枚方市長からも行政と手を取り合って市民のた

めに尽くして欲しいというメッセージをいただき
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ました。 会員の中にはすでにベテランの方や既

に正式の介護養成研修を受けた方が多数おられ

ますが全く初心者の方がボランティア介護にすぐ

入れるための一日介護教室を開き、腕を磨いてい

きます。

わたくしは、総会で支部長に推され就任いたしま

した。 現在は本部の仕事と重なっていますが頑

張ります。

サラリーマン時代は会社人間として組織の歯車

の一員となって４０年努めてまいりました。 いま

顧みますといささか空しく思えてくるときもあり

ました。

けれども今はボランティア活動で気力を充満し

心身ともに元気に頑張っています。 将来は

AARP(全米退職者協会)の活動を手本にして

WAC・AC のボランティア活動を広げて行きたく

思っています。

「情けは人の為ならず」のことわざ通り、人にか

けた情けが回りまわって何時かは自分も人のお

世話になる時がくるでしょう。 これからの高齢者

社会を迎えてお互いが手をつなぎ支えあって明

るい社会環境作りに励みたいと存じます。

WAC・アクティブクラブを育てるのも皆様の心

強い支えがあっての事です。 先ずは４７万の枚方、

交野市民から愛され信頼を受けられるような「天

の川クラブ」に育て市民生活のなかにしっかり根

を降ろして行くように努力いたします。

これからの皆様の益々のご支援のほどお願い

申し上げます。

最後になりましたが支部設立に際して、陰の力

になり心身ともにご支援いただきました多くの皆

様方には、本当にありがとうございました。 厚く

御礼申しあげます。

これをもって挨拶といたします。

１９９４年（平成６年）度

月 主な活動

５月 ・枚方・交野地区有志懇談会開催

６月 ・枚方交野支部結成準備委員会発足

７月 ・ＷＡＣ・ＡＣ枚方交野支部、愛称「天の

川クラブ」の設立総会。 ５０名参加。

木原氏講演会

９月 会報「天の川」創刊

１０月 ・一日介護教室をメセナ枚方で開催。

テーマは車椅子移動。 ３０名が参加

・事務所（大垣内町）開設

１１月 ・介護ボランティア調査アンケート

１月 ・阪神・淡路大震災発生

２月 ・淀屋橋、天満橋にて阪神・淡路大震

災の被災者救援の街頭募金活動

・豊中・庄内地区へ救援活動

３月 ・神戸市東灘区、本山南小で食事準

備、清掃、身辺介助などの奉仕活動

ＷＡＣ・ＡＣ枚方交野支部設立総会にて

ＷＡＣ・ＡＣ枚方交野支部事務所が開設
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第二代 中田 賢治 支部長      第二回 支部定時総会         会報｢天の川」 １９９５年９月号

                「支部の基盤固めて一歩前進へ」

設立２年目を迎えた「天の川クラ

ブ」は７月２９日枚方市民会館で出

席者５３名(内委任状１４名)の方に

ご参加いただき、本部の高畑会長

をお招きして無事に総会を終了しま

した。

席上、ご提案のとおりに議事は

皆様のご賛同をえて可決されまし

た。

会計報告の中で、ご質問、ご意見を頂き、「支

部の今後、運営していくための財源についてどう

されるか」と健全財政の運営の方法について、ご

質問をいただきました。

発足後、半年は活動体制づくりと組織づくりに

追われて、本格的なボランティア活動を始めだし

て半年ほどなので今年度からは介護活動

の拡張と会員の入会促進に力を入れ支部

の独立健全財政に向けて努力いたします。

総会終了後、第二部の行事として、寺島

先生のご指導で中高年者の自己健康管

理をしていくための日常訓練の方法として

歌体操のご指導をうけ和気あいあいの楽

しいムードの中で終わりました。

議案の詳細は、既に配布しています「平成７年

度(第２回）ＷＡＣＡＣ枚方交野支部総会議案書』を

ご参照ください。

支部長： 中田賢治

副支部長： 細野恵美子 増田文子 大田武司

事務局長： 小山 晃

京阪電車・淀屋橋駅前で「阪神・淡路大震災」街頭募金

一日介護教室、車椅子の体験

開設した事務所で交代に当番
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１９９５年(平成７年)度

月 主な活動

７月 ・本部主催、介護講習会に支部から４名

参加し、ホームヘルパー3級資格を取得

・第２回支部総会。 寺島氏の歌体操

９月 ・ＮＨＫ２チャンネルの「生活ほっと」敬老

特集で、介護の活動シーンに支部会員

が登場

１１月 ・５年間の中期計画を立案。 会員数、資

格、ボランティア提供時間、文化サーク

ル活動の目標設定

３月 ・日赤会館（天満橋）にて「天の川クラブ」

主催で一日介護教室を実施。 ２４名参

加

歩こう会、貴船から鞍馬へ、終点は鞍馬温泉

第２回支部総会、寺島先生の歌体操 「肩こり、腰痛、これですっきり」

手芸教室（押し絵）mo

会員宅で草刈りボランティア

事務所でワイガヤの会議

手芸講習会、懸命に作品を作る
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第三代 大田 武司 常任幹事     第三回 支部定時総会         会報「天の川」 １９９６年７月号

                「会員皆さんの総意を結集し着実な活動を」   

枚方交野支部定時総会を６月２２日

枚方市民会館で開催いたしました。

あいにくの梅雨空にもかかわらず会

員の皆様のご出席をいただき来年度の

方針について審議して会を終了しまし

た。

今年度の方針は、基本的には昨年度

の方針を引き継いで進めていきますがこの一年

間で会員の数も大幅に増え、介護サービス時間も

伸びてきましたが反面ワーカーと要介護サービス

会員のバランスが崩れてきて一部の介護担当者

に負担が増えてきています。

一人一人の細やかな善意の積み上げを大きく

実らせましょう。

私たちは、これからの高齢者社会に向かい老

後の人生をいかに幸せに送るかを考えて、相互扶

助の精神を基に、お互いが出来る時間を活用して、

出来る事からして助け合って行く積極的なボラン

ティア活動を続けていますが、まだ充分とは言え

ません。

活動範囲が広がるにつけ活動を持続させるた

めには、早急に今後の計画を検討し体制を整えて

介護要請に十分応じられるように整備する必要に

せまられてきています。

天下り組織でも営利団体でもありません。 会

員皆様の善意が結束して作られた会で会員の積

極的な協力が必要にせまられています。

僅かの時間と労力の提供で「ＷＡＣ」の運動に

ご協力下さい。

この二年間は、熱心な？活動家を中心にして進

めてきましたが活動が拡大するに従って仲良しク

ラブ的な活動では、個人の負担も限界が近づい

てきています。 これを脱皮して個人の生活を束縛

することのないような幅広いルールに基づいた

全員での運営が望まれます。 その為には、一人

一人が月間にわずかの時間でも割いて

いただき出来ることから活動に携わって

いただけることが今後の運営のキーポ

イントとなってきます。

会の業務の範囲はいろいろ幅広くあ

ります。 その中で皆様の意見や感じた

事を述べて頂き会の発展に反映させて

ご協力を頂けるよう努めていきます。

進んで、貴方のご意見をお聞かせください。

発足して三年目を迎えようとしていますが財

政的には、まだまだ充分とは言えません。 そのた

め経費もおのずから制約をうけ会員への充分な

コミュニケーション活動もまだ行き届いていませ

ん。 「せっかく入会したのに何の話なくナシのつ

ぶてでは・・・」との意見もありました。

そのため現在、地区委員制度を設けて役員と

共に出来るだけ直接お会いして貴方のご意見を

聞かせていただこうとして努力していますが、お

訪ねすると留守の場合も多く再々お訪ねする事

もあり又遠距離の離れている家庭にも十分な情

報がいき渡りません。 ぜひ月に一度は事務所近

くにお越しの際にはお訪ね頂いて近況やご意見

をお聞かせください。 出来ない場合は、電話連絡

でも結構です。

会としても地区委員制度の見直しをして情報

活動の充実に努めていきます。

個々の趣味や技能を生かせる楽しい活動に

文化活動も現在幅広い趣味や体力、熟練度の

差があり特定の層に片寄り運営に難しい問題あ

りますができるだけ多数の人が参加できるよう

更に検討をしていきます。

「これからの人生如何にして迎えるか」

年々高齢者問題になっています。 国の高齢化

福社対策や介護保険問題も政治の課題になって
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いますがまだまだこれで安心といえる所まで行

きません。

何の気がねもなく自由に健康な生涯を送る事

が出来ればこれに越した事はありませんが寄る

年波には、何時かは介護が必要になる事もありま

す。 少子化、核家族世代のなかでお互いが助け

あって余生を健康で安心して楽しみながら暮らせ

るような会に育てて行くよう努力していきます。

支部体制について

役員は全員で担当業務の推進に当たり問題点

を提起して頂きそれを幹事会で掘り下げ検討の上

自らが主役になって、実行の推進に努めていきま

す。

また複数の常任幹事制度にして各機能の連携

をよりスムーズに運ぶようにして広く会員の意見

を聞き活動に生かされるような体制に努めます。

常任幹事： 大田武司 野村文夫 増田文子  

松村サヨ子

事務局長： 小山 晃

１９９６年（平成８年）度

月 主な活動

５月 ・楠葉公民館の｢くずは祭｣チャリティ・バ

ザーに出店。 ６６千円の利益を計上

６月 ・日本船舶振興会から寄贈された高齢

者福祉援助資金３２万円でコンピュー

ターを購入。 事務の合理化に寄与した

・第３回支部総会。 ３B 体操

９月 ・住友生命社会福祉事業団主催「さわや

か老人介護セミナー」に参加

１０月 ・守口市とWAC主催「独創的ボランティ

ア活動のために」シンポジウムに参加

１１月 ・宇治市生涯学習センターで行われた

「うらしま太郎」の高齢者擬似体験セレ

モニーに９名参加、協力

３月 ・日赤主催介護教室で介護の体験

枚方交野支部事務所、高畑会長（後ろにパソコン）

生駒山ハイキング（枚岡ぬかた園地）

楠葉公民館での「くずは祭」チャリティ・バザーに参加
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１９９７年(平成９年)度

月 主な活動

４月 ・枚方公園青少年センターで男性料理教

室。 ９人の男性が参加

５月 ・楠葉公民館の｢くずは祭り｣、チャリティ・

バザーに参加。 収益金９６千円

６月 ・WAC講座出席者への助成金で事務所

にファックスを設置

・京都拠点との交流ハイキング実施。

・事業年度が２年単位のため、定時総会

は開催せず、中間報告会を開催

８月 ・WAC 主催、松下電器の協力でパソコン

教室開催され、２名参加

９月 ・日赤大阪支部主催の介護教室。 糖尿

病の食事の実習に挑戦

１０月 ・NHKテレビ「未来宣言」のWAC・AC取

材に「天の川クラブ」から出演

１１月 ・聖徳園で車椅子修理に参加

１月 ・関西電力主催「げんきエネルギー２１」

で車椅子修理に参加

車椅子で造幣局の桜を通り抜ける

街角ウォーキングの途中、会員宅の前で男性のための料理教室

聖徳園で車椅子の修理や清掃を学ぶ

月に２回の囲碁教室、会費３００円日赤主催の介護教室で介護体験
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第四代 宮本 利明 支部長       第四回 定時総会             会報「天の川」 １９９８年７月号

                「羽ばたけ！ 天の川」

社会も経済も閉塞感に嘖まれた

いやな環境が続きます。

暗い思いを吹き飛ばすことを心に

秘めて私達のクラブはこの６月より新

しい形と内容でスタートすることとな

りました。 会員全員の意思でより多く

の方が明るく楽しく出会えるようにし

たいものと思いを馳せています。

６月１３日支部総会を開き、多くの会員の参加

のもと、中司枚方市長のご出席そして励ましの言

葉を承り支部のこれから２年間の行動計画を表

明させて頂きました。

第３セクターの活躍、介護保険のスタート、ＮＰＯ

法の成立など市民活動の環境は大きく変化して

います。 私達「天の川」も下記の３つを会運営の

基本的なスタンスに置き皆さまと共に

行動して、会の目的である私達の生き

がい作りに役立ちたいと考えています。

皆さまの参加を心からお待ちしていま

す。

会運営の基本的姿勢

１. 会を楽しみの場とし、楽しみを通し

て心身の健康をはかります。

２. サービスを必要とする人、サービスを提供し

たいと思う人の出会いの場を１つでも多くし、楽

しみの場への参加も含めて全員参加を図ってい

きます。

３. 地域の町作りの為の行動・提案、会員の能

力向上、収益事業など会の目的に添った行動に

積極的に取り組みます。

１９９８年(平成１０年)度

月 主な活動

５月 ・楠葉公民館、チャリティ・バザー

６月 ・ＷＡＣ・ＡＣから独立し、ナルク発足

・第４回定時総会。 野田氏の気功

７月 ・剪定講習会

８月 ・枚方北・枚方南・交野地区３地区会

９月 ・「１本の手」映写会開催

１０月 ・中司・枚方市長との懇談会

・ホームヘルパー３級研修開始

・奉仕活動Ｖシール制度始まる

・「うらしま太郎」指導者養成研修

・移送開始。 テニスクラブ始まる

１１月 ・全国地域責任者会議、小山 晃・美智子

会員、預託時間合計２、５００時間表彰

１２月 ・サンポエム奉仕活動開始

・パソコン教室、麻雀教室始まる

１月 ・枚方南北・交野３地区提供者懇談会

・アンケート実施

「１本の手」映画鑑賞会の受付

中司枚方市長との懇談会を終えて
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１９９９年（平成１１年）度

月 主な活動

５月 ・講演会と映画会（ナルク大阪）

・楠葉公民館チャリティ・バザー

・川柳教室開始

６月 ・ナルクがＮＰＯ法人に認定される

・３級ホームヘルパー養成研修

７月 ・第５回総会。 北村氏による折り紙

８月 ・志希自然小学校（農園作業）に参加

９月 ・料理教室

１０月 ・志希自然小学校収穫祭

１１月 ・３地区会（枚方南・枚方北・交野）を区

分して、北地区⇒Ａ・Ｂ・Ｆ・Ｇ地区へ

南地区⇒Ｃ・Ｄ・Ｅ地区へ。 交野地区

１２月 ・ナルク講演会と親睦会。 ６０名参加

２月 ・わくわく健康ラリー

ナルク本部でのうらしま研修

ナルク料理教室（枚方保健センター）

ホームヘルパー養成講座の最終日

楠葉チャリティ・バザーに参加

川柳教室開設、前先生を囲んで
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２０００年（平成１２年）度

月 主な活動

４月 ・ナルク創立５周年全国集会、大阪南港

・「クリーン枚方大作戦」

・介護保険制度開始

・パソコン教室、自宅へ出前開始

５月 ・楠葉チャリティ・バザー

６月 ・第６回定時総会。 ６０名参加

・剪定講習会

・生活研究アドバイザーへ登録開始

１０月 ・クリーン枚方大清掃。 枚方市も参加

・サンポエム配食サービス開始

・福祉車両導入

・御殿山美術センターで竹細工教室

１２月 ・ミレニア歳末講演と親睦会

・剪定講習会

２月 ・竹遊会発足

ナルク５周年、南港で枚方・交野の物産店を開く

「ねんりんピック２０００大阪」で、くらわんかごんぼ汁販売

福祉車が事務所に到着、活躍を始める

ふれ愛クッキング、作って食す

ナルク５周年行事「クリーン枚方大作戦」

高畑会長、枚方市広報からインタービューを受ける
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第五代 野村 文夫 代表       第七回 定時総会           会報 「天の川」 ２００１年６月号

あたらしい年度のスタート!!

去る５月１２日枚方市

民会館で、出席者が６０名

と盛会の中で平成１３年

度の、ＮＡＬＣ「天の川クラ

ブ」第７回総会が行われ

ました。

今回の総会には、中司

枚方市長・市民活動課課長様はじめ本部の山本

事務局長、ゆうゆうラポールクラブと天の川を清

流にする会の代表の方々のご出席をいただきま

した。

中司市長はそのお話の中で、ＮＡＬＣ「天の川ク

ラブ」の皆さんの活躍、特に天の川クリーン作戦、

クリーン・アダプト等への協力、介護保険の適用外

となった方達への、軽度生活援助事業での枚方

市の要請への対応へ感謝を述べられ、枚方市を

中心にした地域への皆さんの活動へ、大きな評価

と今後の協力の要請がありました。 私達の活動

が地域社会の高齢化への動きに着実に応えてい

ることを評価していただいていることを実感しま

した。

高畑会長は新しい拠点の開設の為、ご出席

いただけませんでしたが、山本事務局長によるメ

ッセージは「少子高齢化と言う世界的な大きな課

題を、日本の高齢者が先駆者として『人と人との

絆を大切にする伝統』を基本に新しいアクティブラ

イフを作って行こう」と訴えられました。 これは私

達がここ数年の間やって来たことですし、これか

らもこの考え方で進めて行きましょう。

総会は、平成１２年度活動報告で、宮本代表か

ら代表の主導で行われた昨年度の様々な活動の

報告があり、昨年度が「天の川クラブ」の大きな転

機の年であったことを改めて感じました。

クリーン天の川、クリーン・アダプト、ホームヘル

パー３級養成研修、子育て支援事業としての竹遊

会や志希自然小学校、特養ボランティア活動、配

食事業など、多くの新規な仕事を皆さんの活躍

で進めてきました。

これらの多くの活動をリードしてこられた宮本

代表が代表から引かれ、顧問として今後も活動し

ていただくことになりました。

新しい運営委員、監査、顧問の体制が了承され、

今までの道筋をより確実なものにして発展させる

方針が新代表(野村)から発表され承認されまし

た。

新しい方針は皆さんにお届けした平成１３年度

議案書でじっくりとご覧下さい。

(編注：挨拶文中の、第二部の紹介記事を省略)
お陰様で無事、総会の行事を終えることが出

来ました。 ご協力いただいた皆様、ご出席いただ

いた皆様に感謝し、今年おいでになれなかった皆

さんはぜひ来年はおいでくださるようお願いしま

す。

きっと楽しい時が過ごせますよ・・

２００１年(平成１３年)度

月 主な活動

５月 ・第７回定時総会

・Ｖシール制度の廃止、奉仕点数1時間

1点へ

・クリーン・アダプト岡東中央公園開始

６月 ・天の川クリーン大作戦

８月 ・枚方まつり前夜祭手伝い（竹ろうそく）

・活動説明会

９月 ・料理教室

・ファミリーサポートセンター開所

・「サンセ－ル香里園」ミニショップとワン

ダラーランチ開始
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・アメリカ同時多発テロ

・ハウスヘルパーチーム開始

１１月 ・天の川クリーン大作戦

１２月 ・忘年会

・英会話クラブ発足

３月 ・ふくしフェスティバル、リサイクルバザー

・ひらかたＮＰＯセンター開所

・「天の川クラブ」事務所モリビルへ移転

２００２年(平成１４年)度

月 主な活動

４月 ・ふれ愛・フリー・スクエア開始

・「ライフスタイルレポーター」募集開始

・介護保険マネージャー研修始まる

・春の「天の川クリーン大作戦」を実施

５月 ・第８回定時総会、第２部、落語公演  

・交野市人権啓発講座にて、鈴木副代表

講演

７月 ・サプリ村でビオトープ空間つくりに参加

・カラオケ友の会誕生

８月 ・日経「レッツ民力かんさい２１」 で「サン

ポエムひらかた」の配食サービスを紹介

ひらかた祭り前夜祭、２００１個のローソク立てに点火

クリーン・アダプト岡東中央公園開始

サツマイモ収穫祭の志希自然小学校。 このころ、多くの子供が農園作業に参加したが、１０年後の２０１２年度に休止。

サンポエムの配食に出発
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９月 ・「いろいろ勉強会」で介護保険を学ぶ

１０月 ・第１回「秋のイベント」星の里いわふね

で開催、１２０名参加、フラダンス

１１月 ・「天の川クリーン大作戦｣ 市制５５周年

記念

・クリーン・アダプト楠葉中央公園開始

・｢いろいろ勉強会｣クロメダカの話いろ

いろを開催

１２月 ・サンセール香里園より感謝状授与

１月 ・「ひらかたＮＰＯフェスタ２００３」参加

２００３年(平成１５年)度

月 主な活動

４月 ・「生きがい創造学園」の運営受託

・春の「天の川クリーン大作戦」

・ふれ愛ＦＳの一環『遊びの玉手箱』誕生

５月 ・第９回定時総会。 津軽三味線

・第１回生きがい創造学園開講

・改正ＮＰＯ法施行

６月 ・ボランティア活動提供者講習会

７月 ・第１３回「天の川七夕まつり」協賛

・サンポエム夏祭りに参加

・『遊びの玉手箱』五常小で活動開始

８月 ・家庭介護の講習会開催

・第２８回 「枚方まつり」に参加

９月 ・「ふれ愛クッキング講習会」開催

「秋のイベント」ゲーム勝ち抜き者のフラダンス

枚方市「天の川クリーン大作戦」で大量のゴミふれ愛フリー・スクエアで子供と遊ぶ

介護保険マネージャー研修、車椅子操作実習

第１回「秋のイベント」星の里いわふねで開催
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１０月 ・第２回「秋のイベント」開催、和太鼓と盆

踊り

１１月 ・映画 「ホーム・スイートホーム ２～日傘

の来た道」観賞会開催

・秋の「天の川大清掃」（市制５５周年記

念事業）参加

・第２回NPOフェスタに参加

２月 ・第１回日帰り「かにバスツアー」開催

２００４年(平成１６年)度

月 主な活動

４月 ・東海道五十三次ナルクウォーク出発式、

８０名参加（１０周年記念事業）

・ふれ愛フリー・スクエア（開成小）

５月 ・ナルク１０周年記念事業 「ナルク東京

宣言」、「天の川クラブ」から３６名参加

・１０周年記念定時総会、オーシャン音頭

６月 ・「おおさか環境賞、奨励賞」受賞

７月 ・「アドプト・リバー・NALＣ天野川」認定

８月 ・「家庭介護講習会」 開催

９月 ・特養ホーム 『きんもくせい』に参加

・内閣官房長から「社会参加賞」受賞

１０月 ・地域を１１地区に分割し活性化を図る

・第３回『秋のつどい』大雨の中で開催

１１月 ・中越地震・豊岡市水害へのカンパ活動

・グループホーム花梨での書道指導参加

家庭介護の講習会（体の位置変更）

春の「天の川クリーン大作戦」 ゴミ５０袋

第１回 生きがい創造学園開講式と受付

開けてビックリ『遊びの玉手箱』 小学校で活躍（五常小）

第１回 日帰りバス旅行、４１名が日和山温泉、金波楼へ
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１月 ・サンポエムの配食ボランティアを募集

・「楽しいオカリナ」活動開始

・第１回レク・リーダー養成講習会開催

３月 ・「アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川」開催
・「生涯学習情報プラザ」の運営受託

第六代 汐川 昌典 代表     第十一回 定時総会       会報 「天の川」 ２００５年７月号

             代表就任のご挨拶と『全員参加の組織づくり』 へのご協力を

６月４日（土）開催の第11

回総会において、野村前代表

より次期代表への推薦を受

け皆さんのご承認を頂きまし

た。 微力ながら皆さんととも

に会務を全うする所存です。

改めましてよろしくお願い

申し上げます。

今年度の活動計画については総会議案書に記

載の通りですが、特に時間預託活動、奉仕活動、

研修・事業活動、文化・スポーツ活動、事務局活動

のそれぞれを、担当副代表が中心となって活動の

活性化を図っていきたいと思います。

◇参加しやすい施策を‥‥

今年度の重要テーマのひとつに「全員参加の

組織づくり」を挙げました。 このことは既入会員、

新入会員全ての皆さんに何らかの活動に参画し、

生きがいを感じて頂きたいのです。

そのための施策として、次の２点に重点を置き

たいと思います。

施策１：細かな地区会運営

会員同士、或いは会員と「天の川クラブ」間の

ふれ愛フリー・スクエア（開成小）

ナルク１０周年「東京宣言」を拍手で承認

「アドプト・リバー・NALC 天野川」 認定交付式

東海道五十三次ナルクウォーク（枚方から京都まで２７ｋｍ歩く）
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意思疎通が十分図られるように枚方・交野拠点全

域を１１の小ブロックに分けた地区会を発足させ

ました。 又、「天の川クラブ」に地区会担当運営委

員を任命し、各地区会のお世話役と協力して、き

め細かな地区会運営を行います。

施策２：新入会員へのアドバイス

入会はしたものの、右も左も分らない。 その内

「天の川クラブ」から何か言ってくるだろうとお思

いの方が大半ではないかと考えられます。 そこ

でタイミング良く入会歓迎表明と活動のアドバイ

スを今後も継続して行います。 「天の川クラブ」の

活動内容が良く分る「事務所当番」や他の活動へ

とアドバイスして参ります。

皆さんの積極的な参画をお待ち致します。

２００５年(平成１７年)度

月 主な活動

４月 ・生涯学習情報プラザの運営開始

５月 ・第４回 レク・リーダー養成講習会

６月 ・第１１回定時総会。 大正琴演奏

８月 ・サンポエム夏祭りに参加

９月 ・アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川実施

１０月 ・第４回 『秋のつどい』 ゲームと音頭

・赤い羽根共同募金に初めて参加

１１月 ・日帰り研修旅行「しあわせの村」

・寄付金・交通費の郵便局自動払込（自

動引落し）制度導入

・ボランティア活動提供者講習会開催

・クリーン・アダプト活動、枚方市感謝状

１２月 ・会報「天の川」１００号発行

２月 ・健康麻雀クラブ「雀」発足

３月 ・子供安全見守り隊の活動に参加

市民を迎えて生涯学習情報プラザ IT体験ルーム

第４回レク・リーダー養成講習会

アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川

第４回『秋のつどい』ゲームに興じる

ボランティア活動提供者講習会で学ぶ

アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川（５月）午前・午後に７８名参加
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２００６年(平成１８年)度
月 主な活動

４月 ・エイジフリー・ライフ星が丘、時間預託

活動開始

・介護保険法改定(予防介護重視)

５月 ・「ナルクフェスティバル」 ミュージックベ

ル出演

６月 ・第１２回定時総会「パラグアイハープﾟ」

演奏、「南中ソーラン」踊り

７月 ・サロン「天の川クラブﾞ」開始

・天の川七夕フェスタに参加

・ひらかた聖徳園の縁日

８月 ・エイジフリー・ライフ夏祭りに参加

・悠々の苑、夏の夕べに参加

９月 ・「脳の健康教室」サポーター研修会

１０月 ・『秋のつどい』 「ビューティベアーズﾞ」

ハーモニカ演奏「河内口琴隊」

・道路運送法改正に伴い、移送ボランテ

ィアの取り扱い変更

１１月 ・バスツアー「秋のびわこ水郷めぐり」             

・健康料理教室  

１２月 ・関西地区コーディネーターレベルアップ

研修会で近藤会員発表

・ボランティア初心者研修会

２月 ・レディースパーティ、阿波踊りで参加

３月 ・交野地区・分離独立組織委員会設置

天の川七夕フェスタ、幼稚園児と作った笹飾り

定時総会「楽しいオカリナ」と 「 ミュージックベル」の合同演奏

『秋のつどい』箕面自由学園ビューティベアーズ

ナルクレディーズパーティにて

ボランティア初心者研修会（車椅子介助）
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第七代 上田 卓是 代表    第十三回 定時総会          会報 「天の川」 ２００７年７月号

         「就任あいさつと２００７年度活動計画」 活動へ積極的に参加しましょう    

６月１３日開催の定時総会において

代表として皆様にご承認いただきました。

５月初め突然、汐川前代表から体調不

良を理由に、代表の辞意表明と次期代

表推薦の意向が示されました。 それは

正に青天の霹靂
へ き れ き

でした。

かかる経過での就任ですが、今後は

その職務を果たすべく微力ながら最善

を尽くす所存です。 よろしくご支援・ご協力をお

願いいたします。 また一日も早い汐川昌典さん

の全快復帰を祈念いたします。

今年度の活動計画のうち、重点課題は次の

３点です。

① 枚方地区・交野地区の分離独立をはじめと

する運営の抜本的改革

② ナルクの新拠点設立助成のため総会で定

めた範囲内で本部への拠出

③ 時間預託点数寄付制度と寄付

金制度の発足

紙面の都合上ご説明し尽くせませ

んので、上記①②③について、ならび

に活動分類ごとの具体的活動計画の

詳細については、別途お届けした総会

議案書の「２００７年度活動計画」をぜ

ひご覧ください。

会員数８４０名を越えた現在、当クラブがさらに

活力ある発展を遂げるためには、会員相互に各種

ネットワークでのより良い意思疎通が必須です。

そのためには、従来から力を入れている新入会

員説明会、地区会、『秋のつどい』を初めとするイ

ベントや各種講習･研修会、また最近導入した活動

分野別交流会などに、より多くの方の積極的な参

加をお待ちします。 それにより、さらなる活動の

輪を広げましょう。

２００７年度(平成１９年)度

月 主な活動

６月 ・第１３回定時総会。 琉球舞踊、三線

７月 ・天の川明星夏まつりに参加

・ひらかた聖徳園縁日に参加

８月 ・悠々の苑夏の夕べ参加

・びわこ湖西拠点と交流カヌー教室

・エイジフリー・ライフ星が丘夏祭り                  

１０月 ・『秋のつどい』、交野ハワイアンフラ

・羽合温泉一泊旅行、参加２６名

・志希自然小学校発足、１０周年

１１月 ・「メタボ生活習慣病予防」料理講習

・「森のコンサート」びわこ湖西拠点にて

・「ガイドヘルプ」体験学習会参加

１２月 ・交野地区独立に向け「交野分室」開設

１月 ・レディースパーティ、１９名参加

３月 ・コーティネーター養成講座

・枚方市６０周年記念、表彰状を受ける

定時総会、木本会員の阿波踊り、会場を巡る

第６回『秋のつどい』 交野ハワイアンフラ、２１人熱演
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２００８年(平成２０年)度

  月 主な活動

４月 ・サンポエム配食ボランティア懇談会

５月 ・マジック同好会、設立

６月 ・第１４回定時総会。 篠笛と琴の演奏

７月 ・エイジフリー・ライフ活動交流会

９月 ・第１回シニア介護サポーター養成講座

・時間預託点数の寄付・寄付金制度発足

１０月 ・臨時総会開催、「交野拠点分離」議決

・第８回『秋のつどい』（交野お別れ集

い）、文・スポ紹介、魚釣り、阿波踊り

１１月 ・交野拠点「いわふねクラブ」設立

１２月 ・コーディネーター養成講座(交野合同)

１月 ・サンセール香里園、活動者交流会

・マジック友の会誕生

２月 ・第１回散策クラブﾞ「カワセミ」 穂谷川

３月 ・枚方市制施行60周年記念式典で表彰

・ナルク１５周年を記念して６福祉施設に

アメリカハナミズキ植樹

ガイドヘルプ体験学習会（車椅子で街へ出る）

サンポエム配食ボランティア懇談会。 ２０００年から７年続いた活動が休止になる

１５周年「ハナミズキ植樹」（エイジフリ－・ライフ）

悠々の苑の夏祭り、おでんが大売れエイジフリー・ライフ星が丘、屋上の夏祭りで模擬店の手伝い
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２００９年(平成２１年)度

月 主な活動

６月 ・第１５回定時総会、重岡恵子氏講演「グ

ループホームでくらし、いきいきと」  

８月 ・ナルク１５周年記念行事「京都会館」

チアリーディング出演、参加１６２名

９月 ・第1回誕生月会、３１名参加

・手配り担当者交流会、４３名参加

１０月 ・「森のコンサート」びわこ湖西拠点、ミュ

ージックベル出演、２５名

・『秋のつどい』チアリーディング

１１月 ・日帰りバス旅行、湖東三山など

・天の川大清掃

１２月 ・コーディネーター研修(関西地区)

・第３回シニア介護サポーター講座

３月 ・コーディネーター養成講座、枚方・交野

拠点合同。 参加者８７名

NPO フェスタ 「うらしま太郎」 会場内散策ＰＲ

定時総会、鳥居会員のナルクの歌「ともだち」合唱

びわこ湖西拠点へ出張 「森のコンサート」

第１回手配り担当者交流会と第１回誕生月会

ナルク１５周年記念行事、男性５名+女性２７名、平均年齢６７歳「ミルキーズ」１年半の練習成果
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第八代 庫本 方明 代表    第十六回 定時総会          会報 「天の川」 ２０１０年７月号

就任挨拶と２０１０年度活動計画 「声かけボランティア」 に参加しましょう

６月１７日開催の定時総会にて、ＮＡＬＣ

「天の川クラブ」の代表として、ご承認を頂

きました。 上田前代表の後を引き継ぎ、微

力ではありますが、皆さまのご期待に沿う

よう、努力いたしますのでご支援・ご協力

のほどよろしくお願いいたします。

現在、「天の川クラブ」の会員在籍者数は８００

名で、ナルクの１３４拠点の内では、トップですが、

残念ながら預託時間はトップの座を明け渡しまし

た。 預託時間だけが、ナルク活動のバロメーター

ではありませんが、会員数に見合った活動をぜひ

実現しようではありませんか。

今回、できるだけ多くの会員が気軽に活動で

きる環境を整えるための、「会員活動促進」部門を

兼務することになりました。 併せてご協力賜りま

すようよろしくお願いいたします。

ご承認を頂きました総会議案書にも記載しま

したが、２０１０年度の活動計画のうち、最重点課

題は次の３点と考えています。

① 「地区会」の充実

② 「声かけボランティア*」のスタート

③ 地域各団体・自治体との連携

この中でも、早急に取り組みたい課

題は、②の「声かけボランティア」のスタ

ートです。 昨年より検討してまいりまし

た「見守りネット検討委員会」からの答申

をベースに、具体化を急ぎたいと考えています。

また、将来、この活動が軌道に乗った時点で、会員

以外の地域の方々を対象に提供することも視野

に入れていきたいと考えています。

「声かけボランティア」の一日も早い実現に向

けて努力してまいりますので、その折には、会員の

皆さまの積極的なご参加をお待ちしています。

なお、その他の２０１０年度活動計画につきま

しては、詳しく総会議案書に記載していますので、

ぜひご覧ください。

*：「声かけボランティア」とは⇒独り暮らし会

員のほか、希望する会員を対象に電話（必要あれ

ば訪問）する奉仕活動。

２０１０年(平成２２年)度

月 主な活動

４月 ・枚方「さくらまつり」参加

６月 ・第１６回総会、会員による腹話術、マジ

ック、ミュージックベル、オカリナ

８月 ・夏祭りボランティア「聖徳園」「悠々の

里」「エイジフリー・ライフ星が丘」

９月 ・ＡＥＤ講習会

１０月 ・第９回『秋のつどい』。 オー・ジーンズ

の演奏と「西浦達雄の熱闘ライブ」

・ひらかたＮＰＯフェスタ参加

１１月 ・第４回シニア介護サポーター養成講座

・ラポールふくしフェスタ参加

・日帰りバス旅行（関宿・御在所岳）

１２月 ・餅つきボランティア「サンポエムひらか

た」「エイジフリー・ライフ星が丘」

１月 ・地区会検討委員会

２月 ・コーディネーター養成講座

ひらかたＮＰＯフェスタ出店「おもちゃ釣り」
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第九代 三津 輝雄 代表    第十七回 定時総会          会報 「天の川」 ２０１１年７月号

皆さんの協力で「天の川クラブ」の発展を！      

このたび、代表に就任いたしました

三津でございます。 自己紹介を交え

ご挨拶申し上げます。

私は、昭和１５年大阪市内で生まれ、

甲斐田町に疎開し５歳から１５歳まで

過ごし、山田小学校、枚方１中に通っ

ていました。 現在は、長尾谷町に住ん

でいます。 至って健康ですが、喘息が持病と、６

年前に加齢による難聴と診断され補聴器を利用

しています。

｢天の川クラブ｣には、平成１０年に入会しました。

当時の会員数は約３００人、活動時間は２，５００点

位だったと記憶しています。 文化・スポーツクラブ

も多くありませんでした。

｢天の川クラブ｣は、全国で一番注目されている

拠点です。 今日の｢天の川クラブ｣を築いてこられ

た、歴代代表をはじめ、運営委員、コーディネーター、

提供活動してこられた会員の皆さま方に感謝申し

上げるとともに、さらなる発展のために課せられ

た責務の重要さを感じている次第です。 順調に

発展してきました｢天の川クラブ｣ですが、大きくな

った組織の運営、会員の高齢化など、課題

がみられます。 今年度は７名の新運営委

員の方が就任され、新しい体制で臨むこと

になりました。

ＮＰＯ法人のボランティア団体として、社

会に貢献する活動に取り組むこと、会員の

皆さんが安心して暮らせる、会員相互扶助

活動を将来にわたって維持継続させ、超高齢化社

会に対応できる組織にすることが求められていま

す。

それには、運営委員の責務は当然重要であり

ますが、会員の皆さまが、自分のための会との認

識を持たれて、活動できるときには大いに活動し

ていただきますようにお願いいたします。

このたび、代表という重責を担うことになりま

した。 私は、リーダーとしての資質や能力はありま

せんが、１２年間にわたる活動で得た経験や知識

を生かし、皆さま方とともに｢天の川クラブ｣のさら

なる充実を図っていく所存です。

皆さま方の一層のご協力をお願い申し上げま

して、就任の挨拶といたします。

『秋のつどい』オー・ジーンズ（結成時２人、翌年３人）

AED は１１９番、胸骨圧迫、電気ショック

４・５月誕生月会、中川会員の手品

総会、腹話術（栗谷会員） 日帰りバス旅行（関宿・御在所岳）
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２０１１年(平成２３年)度

月 主な活動

４月 ・枚方「さくらまつり」参加

・東日本大震災被災者への義援金募集

６月 ・ふれあいルーム「天の川」オープン

・第１７回総会、 「東日本大震災チャリテ

ィ・バザー」、ラテン音楽演奏

９月 ・「天の川クラブ」ガイドブック作成

・第１回東日本大震災復興支援ボランテ

ィア４名派遣

・バリアフリー体験（近畿技術事務所）

１０月 ・第１０回『秋のつどい』 インド舞踊

・枚方ＮＰＯフェスタ参加

１１月 ・「ＡＥＤ講習会」開催

・春日神社「杜のコンサート」

・「天の川大清掃」に参加

１２月 ・枚方社会福祉協議会、設立６０周年記

念式典で表彰を受ける

２月 ・コーディネーター養成講座

３月 ・第１回防災小学校（サプリ村野）に参加
定時総会でラテン音楽演奏（麓・ロメロさん）

『秋のつどい』のインド舞踊（櫻井曉美さん）

宮城拠点、第１回「復興支援ボランティア」ハンドマッサージ

定時総会で「東日本大震災」チャリティ・バザー

バリアフリーを体験（近畿技術事務所） ふれあいルーム「天の川」で誕生月会（１０月生まれ）
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２０１２年(平成２４年)度

月 主な活動

４月 ・枚方「さくらまつり」参加

・会員管理システム「Ｎ・Ｏｎｅ」導入

６月 ・第１８回総会、宮城拠点代表講演

９月 ・第２回東日本大震災復興支援ボランテ

ィア４名派遣

１０月 ・第１１回『秋のつどい』オー・ジーンズ演

奏。 高須礼子さん独唱。 銭太鼓演奏

・枚方アドプト活動に１０万円の助成金

１１月 ・日帰りバスツアー「鳥取」

２月 ・枚方市機関誌コンクール、同好会・サー

クル部門で努力賞を受賞

・第２回防災小学校（きらら）宮城写真展

３月 ・「津田防災小学校」ハンドマッサージ

・健康麻雀クラブ「雀」、活動を中止

・志希自然小学校、１３年間の活動中止

『秋のつどい』樋上さんと高須会員

宮城拠点へ第２回ボランティア派遣

『秋のつどい』銭太鼓、黒川会員
竹内枚方市長と共に。 市機関誌コンクールで努力賞

健康麻雀「雀」 見守る織田会員津田防災小学校でのハンドマッサージに行列
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第十代  近藤 秀子 代表    第十九回 定時総会           会報 「天の川」 ２０１３年７月号

                  原点に戻り相互扶助のナルク活動を！

このたび代表に就任いたしました７地

区の近藤秀子でございます。 「天の川

クラブ」という大所帯はあまりに荷が重

すぎて困惑しているというのが正直な

ところです。

２０００年の入会から今まで夢中で走

り続けてまいりました。 ちょっと立ち止

まって足元を見詰め直すことを考えました。

ボランティア活動が楽しんでできているのか、

生きがいにつながっているのかを私自身に、そし

て会員の皆さまにも問い掛けをしたい。 その上で

小さな声も大切にして、内部の充実に努めること

が、私がまずしなければならないことだと考えて

おります。

この「天の川クラブ」を次の世代に襷
たすき

をつなぐ

という大切な役割を果たすため覚悟をもって努

める所存です。 新体制の運営委員、スタッフの皆

さん、そして会員の皆さんのご協力を得ながらこ

の重責を担ってまいりたいと思います。

ＮＡＬＣは自立・奉仕・助け合いの理念のもと、

会員相互扶助の「時間預託制度」を柱に継続性の

ある無償ボランティアの会です。 どうぞナルク入

会当時の原点を思い出していただきたい。 ボラ

ンティア活動を受け身ではなく自発的に求めて、

能動的な活動になるようにしなければなりませ

ん。

誰もがナルクの会員でよかったと

思えるような会運営を目指します。

その手立ての一つが地区会の充実で

す。

ナルクは会員相互扶助の会ですが、

利用の依頼が少ないのが現状です。

「預託点はずっと先で使うものだと

思っていました」という声を聞きました。 預託点

はいつ使うのですか？ 今でも使えるのです。 誰

にも得手不得手があります。 苦手なこと、行き

届かないことは遠慮せずに、今、頼めばいいので

す。

このような利用者・提供者の小さな声を出せる

のが地区会です。 地区会が活発になり、会員の

声を出しやすくすればナルク本来の会員相互扶

助活動につながります。 元気なナルクは地区会

からです。 そして余った力を少し地域社会のため

にお貸しください。

来年が改訂の年となる介護保険制度、内容が

大きく変わることが予測されます。 私たちもでき

ることを正しく認識して対応することが望まれま

す。

これらの考えのもとに運営に取り組みますが、

会員の皆さまからの建設的な声をお待ちしてい

ます。

２０１３年（平成２５年）度

月 主な活動

４月 ・傾聴講習会、石橋 守・京都傾聴塾代表

６月 ・第１９回総会、黒瀬礼子・植村牧場講演

７月 ・コーディネーターフォローアップ研修

８月 ・「青色防犯パトロール」活動開始

９月 ・第３回東日本大震災復興支援ボランテ

ィア４名派遣

・ひらかた NPO フェスタ２０１３年に参加

１０月 ・第１２回『秋のつどい』大正琴、口笛演

奏

１１月 ・１泊バスツアー「レオマの森」

・車椅子介助研修

・大阪府社会福祉大会で大阪府知事か

ら表彰状を受領
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１月 ・「子育て大規模研修会」に参加

２月 ・会員研修「落語と手話ソング」

３月 ・ハンドマッサージ研修会に４６名参加

・第３回「ひらかた防災学校」（メセナひ

らかた）参加。 ハンドマッサージ人気

「ふれあいルーム」での出発式を終えて、事務所前に勢揃いした「青色防犯パトロール」の皆さん

『秋のつどい』、「もく・まさあき」さんの口笛演奏

ひらかたＮＰＯフェスタ２０１３、ハンドマッサージ

傾聴講習会、石橋 守さん「傾聴は生きる力を支援する」

東日本大震災復興支援Ｖ派遣の写真展示とハンドマッサージ体験コーナー（メセナひらかた「防災学校」）

心と心をつなぐハンドマッサージ講習会
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各部活動の紹介（紹介者：２０１２年度または２０１３年度の各活動の統括、主担当、担当者）

時間預託活動   貯めたボランティアの時間、使って活性化          近藤秀子

時間預託活動はナルクの活動の大きな柱です。

できるとき、いわゆる元気なときに自分にできる

ことや得意とする活動をして１時間１点の貯金を

します。 その貯めた預託点数は必要になったとき

に使います。

必要なときとは自分が年を重ねてからとは限り

ません。 元気な活動中であっても自分にできな

いことや苦手なこと、例えば技術を要する庭仕事、

障子の張り替えなどを、その技能に長けた会員が

代わってします。 遠方に暮らす両親のためには、

その近隣拠点の会員が代理で支援して、遠距離

介護ができます。 そしていよいよ自分が高齢に

なって、住み慣れた地域で暮らすことを望んだと

き、この時間預託活動の効力が最大限に発揮さ

れるのです。

「できるときに活動して、不自由を感じたときに

次世代の会員さんから支援を受けることで、老後

の生活を心豊かに過ごしましょう」という考え方

がこの活動の理想とするものです。

それにも増して、元気なときの活動は人さまの

お役に立てたという充実感から生きがいを生み

ます。 高齢化の進む地域社会に心を寄せる地域

貢献活動も併せて、自らも心身ともに自立した生

活を目指すことで自身の介護予防になるという

大きな側面を持ち合わせています。

家事・介助支援    会員が会員を助け、そして会員に助けられ          押江一恵

私たちは年を重ねるごとに身体的に、一つ、ま

たひとつと不自由を感じることが増すのは避けら

れないことです。 また、思いがけない事故により

骨折したりして動けなくなったりすることもある

でしょう。

私たちは介護保険制度の利用や枚方市の在宅

生活援助事業や障害者援助事業などと組み合わ

せながら、老後も住み慣れた地域で暮らせること

を目的としています。 会員同士がお互いに助け

合って支え合うのが会員相互扶助活動です。

家事・介助支援は在宅生活に必要な掃除、洗濯、

買い物、食事作りなど家事全般の提供をいたしま

す。 生活に不自由を感じたら、遠慮なく事務所に

連絡してください。 地域担当のコーディネーター

が伺い希望利用の内容や曜日、時間帯などをご

相談いたします。

コーディネートの際は、利用者が現在持っている

能力、機能をできるだけ活用し、健康寿命を延ば

すよう配慮有るコーディネートを心掛けています。

今「天の川クラブ」では会員からの家事支援の

申し込みが低調です。 元気な高齢会員でも困っ

たときには、気軽に利用できるようなルール作り

も一緒に考えていきましょう。

かゆい所に手が届く、とまではいきませんが、

日々、会員同士の助け合いで笑顔の交換をしてま

いりましょう。

家事・介助支援 活動者の交流会で活発な意見交換 会員宅の家事を手伝う会員（左）
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庭・植木手入れ  お宅の庭の植木の手入れはお任せください        角山正男

尋ね１. 「庭の手入れ」って何したはります？ （１） 剪定： 脚立、踏台、シートなど

こんなことやってます。 （２） 消毒： 消毒薬剤、隣家対策シートなど

１. 水やり： 留守宅の花や植木に給水 （消毒器は「天の川クラブ」に常備）

２. 草引き： 雑草を刈り、抜く。 芝生の刈り込み ３. 切った枝葉や草は利用者で処分願う

３. 植木関係： 枝葉の剪定、消毒、鉢の植え替え ４. お断り

尋ね２. 利用する方はどんだけおられまっか？ （１） 高所、高木は危険と同居、ご免なさい

２０１３年度のご利用でおます。 （２） 松などの専門的な手入れは、ご免なさい

利用者数 利用回数 延べ提供者

数
※ 「庭・植木の手入れ」活動は、「天の川クラブ」

水やり ２０ ５３ ６３ 発足以来、故石見恭彦・和田亮吉・櫛部昭雄 会員

草引き ３３ ５０ ６０ など、多くの方の尽力で今日に至っています。

植木関係 ６４ ７１ １８１

計 １１７ １７４ ３０４

点数（延べ時間） ５３１

尋ね３. 利用の際知っとらなあかんことは何？

こんなはずでは！とならんように。

１. 提供者は高齢者、素人集団です

２. 道具、用具などは利用者で準備乞う

ハウスヘルパー   家の中、家の周りの小修理をします                  東 好秋

時間預託活動の中で「ハウスヘルパー」は、家事支援、

庭木の手入れ、送迎、パソコン指導以外で会員の居住

範囲内の便利屋的なことをしております。

例えば家屋内外のペンキ塗り、水回り補修、網戸障

子の張替、部屋の模様替えや家具移動、照明器具の

取り換え、動きの悪い建具の補修、包丁研ぎ、簡単な

電気工事などやっております。

「ハウスヘルパー」ではできないこともありますが、

会員の中で「こんなことできるやろか？」と思われたら、

一度事務所に相談してみてください。

できる、できないの判断はリーダー（コーディネーター

と呼びます）が依頼者のお宅に行って依頼内容の現状

を見てから行います。        

高齢になりますと以前は簡単にできたことができな

くなりますが、不便なまま現状に流されず我慢するこ

となく生活の質向上を目指していただきたいと思って

います。 そのためにハウスヘルパーは存在します。

２〜３年に一度は鉢の植え替え

ガレージの波板の張り替え

協力して障子の張り替え
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送迎ボランティア    二つの出来事が波乱を巻き起こしました     山口喬彦

「送迎ボランティア」活動は、２０００年８月に開

始されました。 利用点数は当時、月平均１７点で

したが、その後順調に拡大し、２００３年から６０点

前後を確保しています。

２０００年末には、福祉車両（車椅子用）が、（財）

たばこ産業弘済会の援助により導入されました。

この１４年間で、二つの出来事がありました。

一つは、２００６年１０月に改正道路交通法が施

行されたことです。 それまで送迎中の利用者の

乗車時間と待機時間を合算して１時間当たり５００

円だったのが、乗車時間（無償）と待機時間（有

償）の２本建てで処理することになりました。 当

初は利用者も提供者も、その複雑な処理に戸惑っ

たものでした。

二つ目はガソリンの急騰でした。 ２００８年４月

までは１２０円台だったのが、急速に値上がりし、

８月には１７５円に達しました。 そこで、送迎をは

じめ、ボランティア活動でマイカーを使用中の方

へ１Km 当たり３０円で賄っていけるか、アンケート

を実施した結果、１８０円になれば値上げとの要

請がありました。

この要請に応じ、単価変更を検討し始めた矢先、

ガソリンは徐々に値下がりを始め、１１月には１２０

円台に落ち着き、ボランティアの交通費は従前ど

おり１Km 当たり３０円が継続されました。 大山鳴

動して鼠一匹でした。

送迎の提供者は全員が頑張っていますので、病

気や怪我
け が

、加齢による歩行困難な方は、遠慮なく

送迎を利用されますようお願いします。

パソコン指導ボランティア     パソコンの進化と共に進歩しています      山本義信

パソコン指導・助言の活

動を開始したのは１９９９

年でした。 当初は前の事

務所(大垣内町)の畳の部

屋でのスタートでした。

２０００年に、訪問指導

(受講者の自宅で、その方

のパソコンで、その方がやりたい内容を、マンツー

マンで教える方式)を採ったところ大変好評で、折

からのパソコンブームも相まって活動時間が別表

のように急増しました。

最初はメールやインターネットを楽しむ方が多

かったのですが、その後、文書作成をはじめ、自分

史、日記、表作成、さらに写真の処理、YOUTUBE

でカラオケの練習、スカイプで海外の家族との交

信、ホームページの作成など、パソコン利用も多岐

にわたっています。

また、パソコン

１１０番というか

緊急のトラブル

対応も講師陣が

引き受けていま

す。

パソコンもど

んどん進化して

いるので、買い

替えの相談や

新規セットアップ

にも対応してい

ます。

今後もパソコンの活用はますます拡大していく

と思います。

困ったときには「ナルク！」・・・。 パソコンのこと

ならナルク「天の川クラブ」へ!!

利用を待つ車椅子用福祉車の前で
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サンセール香里園     入居者と喜びを共有しつつ活動             進藤伊公子

２００１年１０月、ホーム内の「ミニショップ（便利

亭）」「ワンダラーランチ」の運営依頼を受けて、介

護付き有料老人ホーム「サンセール香里園」への

支援が始まりました。

現在、「書道クラブ」「生け花」「お茶クラブ」「お

茶クラブ着付け」「脳の健康教室」の提供活動をし

ています。 高齢化が進む入居者の皆さんの脳の

活性化や認知症予防に役立つ意義のある活動と

して、多くのナルク会員が頑張っています。 それ

ぞれの活動の提供にはちょっとした資格が必要

ですが、入居者の皆さんとの長年の付き合いから

喜びや痛みを共有して誇りを持って活動していま

す。

発足当初にありました「便利亭」「ワンダラーラ

ンチ」「フロアーのお手伝い」などは、今は懐かし

い思い出になり、ナルク「天の川クラブ」発足１５

周年記念の植樹のハナミズキと共に現在に至っ

ています。

エイジフリー・ライフ星が丘   誇りとやりがいを持って地域に貢献     石西正子

介護付き有料老人ホーム「エイジフリー・ライフ

星が丘」からの要請を受け、２００６年から、「喫茶

店」「手芸教室」の手伝い、「庭の管理」などの提

供活動を始めた。 翌年、「リビングの手伝い」と

「話し相手」が新しく加わった。

「手芸教室」や「話し相手」は、入居者と直接、関

わりを持ちながらの活動であり、施設が準備した

イベントがあるときは、その手伝いをしながら

入居者を見守り、施設内での散歩にも同伴す

る。

「リビングの手伝い」は、入居者の食事の

後の食器洗いや、夕食の炊飯の準備、洗濯

物（タオル）を畳む。 「庭の管理」は、草花や

土いじりの好きな提供者が参加して、庭の草

花の維持管理を行う。 「天の川クラブ」発足

１５周年時に、記念の「ハナミズキ」を施設の

庭に植樹（寄贈）した。

また、奉仕活動として、２００６年から「屋

上食事会」「盆踊り大会」「餅つき大会」の手伝い

を開始。 盆踊りには「天の川クラブ」から揃いの

浴衣を作って大勢が参加。 ２００８年から月１回の

「歌の会」の手伝いを開始した。

これら数多くの「預託活動」と「奉仕活動」を通

じて、地域社会に貢献していることへの誇りが、提

供者のやりがいにつながっている。

筆先へ心を込めて楽しくリハビリ

盆踊りを盛り上げるナルク会員

生徒と共に喜ぶ「脳の健康教室」
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奉仕活動        地域に羽ばたく活動へ                 三津輝雄

１９９５年１月に発生した阪神・淡路大震災

の支援活動は、日本のボランティア元年とも

いわれています。 ｢天の川クラブ｣も街頭募金、

現地での支援活動など実施し、ボランティア

活動が本格的に始動しました。

１９９８年から、活動実績はシールをノートに

貼り管理する方法が始まりました。 ２００１年

にはナルク会員の価値あるボランティア活動

として、活動者は奉仕活動報告書を提出し、

｢ナルク奉仕活動｣として個人の点数を管理す

ることになりました。

ＮＰＯ法人として外部への奉仕活動を積極

的に取り組んできた結果、活動内容は多岐に

わたり幅広い活動をしています。

現在は、外部活動（福祉施設支援、子育て

支援、環境美化、その他外部活動）と｢天の川

クラブ｣の運営を支える内部活動に区分して

います。 外部活動は地域社会へ貢献する意

義ある活動で、会員は地域社会に役立つこと

で元気をもらっています。 内部活動は会報手

配り、日直、会議などです。

外部活動（ＮＰＯ、社協）   イベントを支える縁の下の力持ち     三津輝雄

｢天の川クラブ｣は、ひらかた市民活動支援

センター、枚方市社会福祉協議会など外部団

体に登録し、各団体主催の各種イベントに積

極的に参加しています。 主な活動は、ひらか

たＮＰＯフェスタ、２回目の小学校、防災小学

校、さくらまつり、福祉フェスティバル、街頭募

金活動です。

２０１１年には社会福祉協議会から、長年の

活動に対し表彰を受けました。 今後とも、各

種団体と連携しイベントには積極的に参加し、

会員が活動する機会を増やしていきます。

青色防犯パトロール      子供を守る地域の「目」             古布啓治

略称、青パトは大阪府・枚方市関係部署の

支援を受け、２０１３年８月にスタートしました。

会員マイカー１４台、福祉車１台を登録し、

活動提供者５０名、活動は２名体制で市内

全域対象にパトロールをしています。

青パト活動の効果として

☆人目に付きやすく防犯効果がある

☆機動力を活かし、広範囲見守りができる

☆地域住民の防犯意識が高揚される

などがあり、この活動は子育て支援の一環

として、また地域防犯活動に大きく貢献でき

る活動です。

マイカーの屋根に青色回転灯、側面にステッカーを貼り

ＮＰＯフェスタで、好評のハンドマッサージ
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サンポエム      １６年間、地道な活動を続けています        山中暁子

福祉施設「枚方市立デイサービスセンター」

サンポエム活動は、１９９８年に宮本元代表が

ボランティアをされて以降、続いています。

配膳は１名、利用者の方に食事を配膳し

片付けます。 喫茶2名、飲み物（コーヒー、紅

茶、アイスクリームなど）を１杯１００円で食後

に飲んでいただいています。 時にはゲームの

進行を助け、ケーキ作りに参加し、懐メロや

唱歌を一緒に歌うこともあります。

その他の活動として、クラシックから童謡ま

で幅広い曲を毎週ピアノ演奏している会員

や、折り紙指導をしている会員もいます。

デイサービスでの活動は二十数名でローテ

ーションし、１ヶ月に延べ約４０名です。

長年の奉仕活動に対し２０１３年度大阪府

社会福祉大会で知事表彰を受けました。

ひらかた聖徳園   行事に参加し一緒に楽しく過ごします     妹尾美紗子

香里橋バス停近くにある福祉施設「ひらか

た聖徳園」で、高齢者の楽しみのための行事

（毎年２回）に「天の川クラブ」から１０名ほど

ボランティアを提供している。

どちらも食べ物模擬店やゲームコーナーの

補助手伝いだが、８月上旬の夏祭りは夕刻、

広い園庭が入居者、デイサービス利用者、周

囲の住宅からの家族連れなどで大賑わい。

年末の聖徳祭りはクリスマスムードで華やい

だ屋内でのお昼時、ご家族共々和やかなひ

とときを楽しまれる。 提供者は大変忙しいが

毎回楽しい活動として協力している。

声かけボランティア 「お元気ですか？」 「ハイ、 おかげさんで」 三津輝雄

声かけボランティアは、｢天の川クラブ｣から

孤立死は出さない、地区会員が助け合う関

係を築くことなどを目的に、週１回程度の

電話による安否確認をする活動である。

ナルク中標津拠点の活動により全拠点

での取り組みとなり、２０１０年度の総会

で取り組みが決定した。

２０１２年１１月に対象者（７０歳以上の

一人暮らし登録会員）に案内とアンケート

を実施した結果１２名の希望者があったが、

２０１４年３月現在では２名になっている。

夏祭りの思い出。 出店を手伝いました

手と頭を使って塗り絵に挑戦中
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子どもいきいき広場 『遊びの玉手箱』  楽しかった！またきてな  澤田年江

『遊びの玉手箱』は２００３年、枚方市ふれ

あいフリー・スクエア事業に協力し誕生しまし

た。 土曜日に小学校を訪問して子供たちと

遊びを通して交流しています。

４月は新一年生の歓迎会、７月は七夕飾り、

クリスマス会ではベルの演奏やサンタに扮し

プレゼント贈呈、１月は独楽
こ ま

回しなどの伝承遊

び。 季節の行事を大切にしています。

会員の特技、読み聞かせ絵本やマジック、

腹話術は子供たちに大人気です。

子供安全見守隊        次世代を託す子供たちを安全に！      大辻 宏

枚方市は五十余年前から小学生の登下校

時安全見守りを地域の方々が続けています。

「天の川クラブ」も９年前より参加し、各地

区で雨の日も雪の日も四つ角に立ったり、学

校まで同行したりと、次世代を担う子供たち

の成長を見守りながら、安全登校のボランテ

ィア活動を現在も続けています。

どうぞ、皆さま方も子供たちのパワ－をも

らい、子供たちと一緒に毎日元気で過ごしま

しょう。

親子広場支援    子供たちの輝く笑顔に支えられ              東 好秋

親子広場は会員の子育ての経験を生かし

若いママさんたちの子育てを応援しています。

☆ ファミリーポート「ひらかた」

子育て支援と共に、園児たちが屋外で伸び

伸びと遊べるように花壇の整備や遊び小屋

作りをしています。 小さな子供たちの輝く笑

顔に後押しされ、元気をもらいながら活動して

います。（文責：竹原富子、古布啓治）

☆ すこやか広場「きょうぶん」

☆ 広場「さぷり」

来所のお母さんと一緒に子供たちと遊ん

だり絵本を読んだりしています。 子供は天使、

つぶらな瞳は可愛くて、遠い昔の、自分の子

供を思い出したりします。  （文責：植本壽満枝）

名前当てゲームで、名札を隠すがすぐ当てられ

「おはよう」、「ありがとう」と挨拶を交わす

かつての子育て経験を生かしてのお手伝い
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アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川    天野川 美しくして次の時代へ    東 好秋

昔、在原業平は、天野川の河畔で仲間と酒

を飲みながら、「狩り暮らしたなばたつめに宿

からむ天の河原に我は来にけり」と詠
う た

いまし

た。 交野ヶ原と天野川は、平安貴族の憧れ

の地でした。

天野川の左岸に位置する「天の川クラブ」

にとって、このアドプト・リバーは、ナルク設立

５周年事業として行われた「クリーン枚方大作

戦」を引き継ぐ、伝統ある活動です。

（文責： 福田勝博）

クリーン・アダプト岡東中央公園    メインストリートをピカピカに    大辻 宏

枚方市が２００１年に、美しく魅力ある街づ

くりの一環として、一定の場所を養子に見立

て、市民団体などが里親になり、環境美化を

図る活動を始めました。 「天の川クラブ」は、

これに呼応して、同年３月岡東中央公園でこ

の活動に参加しました。 それ以来、毎月２回、

１０名前後で 1 時間活動し１３年になります。

枚方市民の憩いの場であるこの公園が、

我々のクリーン啓発活動とも相まって、より清

潔で心地よい状態に維持されていることを励

みとして、可能な限りこの活動を継続しましょ

う。                    （文責：上田卓是）

クリーン・アダプト楠葉中央公園   ありがとう！の声を励みに   山田 徹

２００２年より「楠葉中央公園から駅前周

辺」の清掃をして、「公共の場所を美しく、きれ

いにする」を目的のボランティア活動です。

この活動は天気に左右されますが、毎月２

回（第２木、第４土曜日）１時間の活動ながら、

通行人、商店員、マンションや付近の住民の

方から感謝され、多くの人たちより好感を持

たれています。 「ありがとう」「ご苦労さま」の

言葉も常時聞くようになりました。

町は年々きれいになってきています。 タバ

コのポイ捨ても少なくなりゴミの量も大いに

減少しました。 私たちの活動も着実に成果

が挙がっているものと確信しています。

写真スペース枠

ゴミを集めました、一人当たり 1.5 袋

月に２回、１時間の活動の仕上げは分別

会話を楽しみながら、公園から樟葉駅へ
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事業活動        地域との信頼に基づく支援活動を続けます     和田亮吉

事業活動は

1. 地方公共団体との協働活動の一環として

役立つこと

2. 会員の多彩な能力を生かし高めることが

できること

3. 高齢者の福祉に役立つこと

4. 結果として財政基盤を安定させてナルク

「天の川クラブ」会員の本来活動を下支え

できること

などを基本的な条件として取り組んできま

した。

その結果、現在は次の３事業を枚方市から

受託し運営しています。

1. 在宅（軽度）生活援助の事業

2. 生きがい創造学園の事業

3. 生涯学習情報プラザの事業

各担当の方々の大変な努力によって市民

と枚方市との厚い信頼関係が築かれ活動は

日々前進しています。

また、これらの受託事業は、ナルク本来の

活動である時間預託活動や奉仕活動を下支

えしており、この事業が着実に成果を挙げて

きているのはうれしい限りです。

今後も引き続き、より幅広く活動を推し進

め、地域社会や公共団体との交流をより一層

深め、信頼関係を保ちながら協働を押し進め

ていくことが「天の川クラブ」の課題です。

在宅(軽度)生活援助事業   市民向け生活支援活動も行います    和田亮吉

２０００年４月の介護保険制度実施に伴い

当時、枚方市の在宅ボランティアを受けてい

た６５才以上の高齢者の内、介護保険法で自

立と認定された要介護者を対象に、日常生活

に必要な家事援助（掃除、洗濯、買い物）の支

援の要請が枚方市高齢社会室からあった。

「天の川クラブ」として、ナルクは会員同士

の助け合いを基軸としているため、一般市民

を対象とした支援（事業）を引き受けるのに賛

否両論があった。 論議を重ねた結果、最終的

に、ボランティア団体として地域社会に貢献す

ることが大切であることから、事業として受

託を決定した。

この事業を「軽度生活援助事業」、通称

「継続利用」という。 加えて２０１０年１０月、

新たな「在宅生活援助事業」（通称：スポット

利用）の申し出があり受託した。

ひとり暮らしで介護保険法の要介護認定

を受け、介護ボランティア（訪問介護）を利用

している６５歳以上を対象とし、介護ボランテ

ィア適用外の作業で簡易な援助を行う。 利

用回数は年２回まで利用でき、利用時間は、

1 回あたり１２０分まで。

提供内容は、①季節的に使用する冷暖房

器具の出し入れや掃除 ②家具・電気器具な

どの移動 ③簡単な模様替え ④台所換気扇

の清掃 ⑤窓ガラス磨き ⑥未使用の部屋の

掃除 ⑦その他必要と認められるもの。

この支援は、季節的に大きな偏りがあり、

提供に際し困難な時期もあるが、市民に対し

現在も支援を行っている。

清掃した換気扇を取り付けて作業完了
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生きがい創造学園  「チャレンジ精神と生きがい」支援の受託事業 西田スマコ      

生きがい創造学園は、枚方市の高齢者支

援事業として１９９５年に開設され、２００３年

に、ナルク「天の川クラブ」へ運営管理が委託

されました。

委託された当初は、１５講座、３７５人定員

でしたが、受講生のニーズに合わせて講座を

増設し、定員の増加を図ってきました。 ２０１４

年度には、開設２０周年を迎え、記念行事が

予定されています。

現在は、２１講 座、５１０名が楽しく学び、

１年間の学びを作品展や市民会館で発表す

るなど、テレビでも放映されています。 一方、

それぞれの講座では卒業後にＯＢ会を結成し、

継続学習をしながら小学校や福祉施設など

でボランティア活動をしています。

応募者も年々増加の傾向にあり、年齢も

６５歳前後の方が多く、健康で、やる気マンマ

ン、枚方市の街づくりや活性化への貢献が期

待されています。

生涯学習情報プラザ パソコンを共に楽しむ子供と大人       杉山博康

「天の川クラブ」は、枚方市の生涯学習情

報プラザ(きらら)の運営に、設立(２００５年)当

初から参画しています。 市民がパソコンの楽

しさ、便利さを体験し、情報活用能力の向上

を図れるよう、合計２２台のパソコンが設置さ

れています。

現在、「天の川クラブ」の会員を含む１５名

が市民の期待に沿うよう次の運営をしていま

す。

① パソコン入門、ワード、エクセル、インターネ

ットに関する「ミニ体験講習会」の開催

② プラザ内の体験ルーム、情報ルームの利

用者への「活用支援」と施設の管理

「ミニ体験講習会」は日曜日を除いて毎日

実施し、年間の受講者数は延べ約１,８００名

です。 生涯学習の高まりを反映し、６０〜８０

歳の人が、「インターネットで情報を得たい、自

治会の活動内容を知らせるために必要だ」と

前向きに取組んでいます。 また、「特別講習」

として「デジカメ写真の取り込み体験」、「はが

き作成体験」、子供対象の「おもしろパソコン

教室」を開催しています。

一方「活用支援」は、利用者が自由にパソコ

ンに触れるのを支援し、疑問、質問に答えてい

ます。 初歩的な内容から高度な質問もあり、

良い刺激を受けています。 利用者は年間延

べ約２２,０００名です。

書道入門講座、楷書から実用書の実践練習 パソコン講座、デジカメの画像修正や年賀状作成

親子の会話が弾む、おもしろパソコン教室
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文化・スポーツ 同好会    元気いっぱい楽しんでいます！      梅田壽雄

現在、ナルク全体の同好会の活動種類は、

２００部会を超えているとのデータがあります。

私たちの「天の川クラブ」においては現在、同

好会を含め２１部会が活動をしています。

「天の川クラブ」の文化・スポーツ部会の

歴史をひもとけば、当初は「着付け教室」「男

のための料理教室」「パソコン教室」などに見

られるように生活に密着したカルチャ的志向

が強かったようですが、一方では今ではうら

やましいような自然と触れ合う「探鳥会」も

設立当初から活動をしていたとあります。

文化・スポーツ活動は、マジック、オー・ジー

ンズを除いてはほとんどが１５年以上の根強

い活動記録があります。

１０グループの同好会も活発な活動を続け

ていますが、いずれもその時代背景や会員の

年齢層を反映しているように思います。

これから先、時代の流れに沿ってふさわし

い同好会が立ち上がり、一人でも多くの仲間

（会員）が増えることと、この活動を原動力と

して、ナルク本来のボランティア活動と二人三

脚で頑張っていきたいものです。

川柳     笑いに満ちた川柳                                            宇仁義明

１９９９年４月にスタートした、前 たもつ先

生の川柳教室は２０１４年３月で１７５回とな

りました。 会員数は、最多１５名から増減を繰

り返しながら、現在６名と少なくなりましたが、

毎回密度の濃い２時間です。

教室は笑いに満ちています。 何歳からでも

できます。 紙と鉛筆があればできます。 費用

も余りかかりません。 ひょっとするとライフワ

ークになるかもしれません。

楽しみは頭ひねって五七五 （三宅保州）

川柳教室：毎月(８月以外) 第２火曜日

１０～１２時 ふれあいルーム「天の川」

                                 

竹遊会   竹細工で指先使い、脳を活性化                      東 好秋

竹遊会は２００１年２月に発足しました。 指

先を動かすことが脳の活性化につながること

はよく分かっているのですが、男が手芸とい

うのはそぐわないので竹細工をやるようにな

ったと聞いております。 青竹は加工しやすい

のですが、乾燥させた竹は非常に硬く加工し

にくいものです。 この竹の特性を生かした小

物作りを楽しんでいます。

２００２年４月～２０１１年３月まで９年間子

育て支援として土曜日に小学校でカッターを

使った竹細工の指導をしていましたが諸事情

で中止しました。 延べ６４校１､３００人の子供

たちに竹細工の楽しさを伝えました。

病気ケガ痛み忘れて四句八句

竹を割って削って、おしぼりトレー、竹トンボ作り 自慢の作品「南京玉すだれ」
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英会話   Let’s talk in English ! バイリンガルクラス       奥野 勇

本会は２００２年に発足し、メンバーも大半

は入れ替わり、講師は５代目。 現在はケニア

出身の Mr．E．Ganda にお願いしている。

もともと海外旅行など外国人との交流に

役立つ基礎的な英会話力を身に付けること

を目的としており、毎月２回のレッスンで、各メ

ンバーが近況などを英語で話す練習をし、補

助テキストとしてラジオ講座も使っている。

海外など旅行に出掛けるメンバーも多く、

話題は豊富で、関連質問などで話に花が咲

き、脱線することもしばしばで、いろいろな話

を楽しんでいる。

カラオケ友の会  心身の健康と生きがいを！歌は３分間のドラマ 山田順子

カラオケ友の会は、「明るく、楽しく、和やか

に」をモットーに第１と第３火曜日、午後１時よ

り「カラオケ喫茶おおの」で月２回開催してい

ます。

童謡、演歌、新曲と得意な分野を素晴らし

い歌唱力で生き生きと歌っています。 聞いて

いると「力」と「勇気」を頂き、何よりの気分転

換になり心が癒されます。 腹式呼吸も鍛え

られ、歌に「３分間のドラマ」・・・。

生きがいづくりにぜひチャレンジしてくださ

い。 脳トレにもなりますよ。 心に太陽を、唇に

歌を・･･♪♪・・・。 健やかに生きましょう。

『遊びの玉手箱』    子供たちと真剣に遊ぼう！               澤田年江

『遊びの玉手箱』は２００３年、土曜日に小学

校を訪問して子供たちと交流し子育て支援を

するグループとして誕生しました。 最初１０名

ほどだった会員が現在は２６名です。

会員の特技を生かし、腹話術、マジック、本

の読み聞かせ、パネルシアター、手作りのブタ

たたきゲームや魚釣りゲームなどあの手この

手で子供たちと真剣に遊んでいます。 子供

は正直でパワフルです。 元気をいっぱいもら

って幸せ気分で帰路に着きます。 ミュージッ

クベルの練習をして学校や施設で演奏活動を

しています。 童謡や流行歌などレパートリーも

増えました。

英語で話すのが原則ですが・・

心に太陽を、唇に歌を

クリスマス会でサンタからプレゼントもらったよ
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楽しいオカリナ    優しい音色で心を癒し、心を潤す         松永紀美子

｢優しい音色を楽しみたい｣の声から、２００５

年に数名で発足しました。 当初は簡単な童

謡から始まり、懐かしい唱歌など練習するう

ちに「文化部」として取り上げてもらい、映画

音楽、四季折々の名曲など、夢は膨らむ一方

で、月２回の楽しい練習成果は１５０曲にもな

りました。

各種イベントや施設の依頼があれば喜ん

でボランティア活動に行き、皆さんが楽しく歌

ってくださいますと私たちにも励みとなり感

謝です。 演奏では楽譜を読み、指先運動で

脳に刺激を与え、老化防止にバッチリ!! これ

からも若さ?と笑顔、楽しい会話を交えての練

習で癒しづくりを心掛けたいと思っています。

マジック友の会    脳トレと仲間づくり、そして奉仕活動          村田圭子

面白く不思議な世界を学び、驚きや感動

が脳トレとなり、失敗で大笑いし、教え合うな

どで楽しい仲間づくりの場になっています。

また２０１１年暮れより、イベントやあちこち

の福祉施設に出演しています。 観客の皆さ

んは感動し喜んでくださいますし、拍手をもら

った部員はうれしい励みとなり、元気をもらえ

る有意義な奉仕活動になっています。

２００８年７月同好会として発足。 同年１２

月クラブに昇格。 ラポールひらかたで、月２回

の定期練習。 講師は山口 晃会員です。

オー・ジーンズ    一緒に歌いませんか！ 思い出の歌を        中村好宏

オー・ジーンズは２０１０年春、６地区の早川

洋治会員と結成したギター・デュオが始まりで、

その後茨木・摂津拠点の小松道生会員が加

わって当初は、主にアメリカン・フォークを歌っ

ていました。 最近ではナルクの

各拠点や高齢者施設などから

の要請を受けて皆さんと一緒に

童謡、唱歌、歌謡曲を歌う奉仕

活動に取り組んでいます。

毎月第３水曜日１１時から正

午まで「ふれあいルーム」で「歌

声喫茶」を開いています。 ６０年代から８０年

代に、流行
は や

った日本のポップスや愛唱歌を生

バンドの演奏で全員声を合わせて歌います。

ぜひご参加ください。

老人ホームでの出張マジックショー、拍手喝采

福祉施設に出掛け、日ごろの練習成果を発表

ふれあいルームで月１回開店、「歌声喫茶」
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ゴルフクラブ  会員相互の親睦と健康増進を!!            西岡堆二

第１回コンペは、１９９８年９月に加茂ＣＣで

９名の参加で行われました。 以来くずはゴル

フ場や牧野ゴルフ場を中心に、２０１３年秋で

数えること５９回の歴史を刻みました。

第１回は高附寿一氏、第２１回

から寺口和雄氏、第３３回以降

西岡が引き継ぎ、現在に至ってい

ます。 参加者は年々増え続け最

近では約３０名に達しています。

ゴルフは、オリンピック種目にも

加わり、世界の人々が愛好する

スポーツとなりました。

今後も会員相互の親睦と健康増進、なら

びに技能の向上を目指して取り組みます。

コンペは年４回です。 奮ってご参加をお待

ちしています。

テニスクラブ  楽しみながら、心身の健康維持とボランティア    南谷登代子

「天の川クラブ」発足まもなく、テニス部は

スポーツの走りとしてスタート。 元気なメンバ

ーで楽しく遊び、体を鍛え、ボランティアにい

そしんできました。

楽しみながら若さを維持し、これからもナル

クの理念実現を夢見ます。 テニスは私たち

「天の川クラブ」に最適のスポーツです。

現在１０名余りのメンバーが中心となり、

初心者も気楽に入れる会として活動していま

す。 いつまでも若く健康で、活発に社会に貢

献し、「我が人生」を豊かにしましょう。 クラブ

内外からの参加をお待ちしています。

（文責：宮本 利明）

ウォーキング    自然と向き合い、歩きの楽しさを!!           蜂谷直孝

ウオ－キング・クラブは、自然と会話しなが

ら会員同士のコミュニケーションを図り、自分

の健康と相談しながら歩く楽しみを見つける

所です。

汗をかき、みんなと歩調を合わせながら歩

くのも、お昼をみんなで笑いながら食べるの

も、険しい山道を励まし合いながら歩くのも、

それぞれの楽しみ方があります。 新しい場所

に好奇心を持って参加するのも楽しみです。

皆さん、一緒に自然を楽しみましょう。

（文責：置田 正之）

秋には、年１回の枚方・交野・寝屋川拠点の合同コンペ

体を鍛えてからボランティア活動

新緑の中、高山寺、西明寺、神護寺へ
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ふれあい散策クラブ「カワセミ」   近郊の史跡探索で深まる絆
きずな

     山田 徹

ふれあい散策クラブ「カワセミ」は、２００９

年枚方市とその近郊の自然と文化に親しみ、

併せて健康増進の一助と参加者（会員）間の

親睦を深めながらの散策を目的として発足し

ました。

第１回「山田池公園」への散策に始まり、

２０１４年３月まで５１回の開催を続けていま

す。 参加者は１回平均２７名で、道筋の野花、

樹木、風景、史跡、神社仏閣などを見ながら

参加者同士の会話を楽しみながら、約５～７

キロの行程をゆっくりと歩きます。 当日自由

参加もＯＫで手ごろなスポーツ活動です。

同好会      梅田壽雄  （同好会の説明は、４４ページをご覧ください。）

水切り絵           和田喜代美 ＪＲ青春旅の会       河原友三郎
新聞のカラー部分を、水を含んだ筆で型どり

して切り取り、ハガキに貼り付けて作品を作り

楽しんでいます。

ＪＲ「青春１８きっぷ」による旅の会は、楽しい

日帰りの旅を目指し、２０１０年に発足。 １００

名以上の会員となり、２０１４年３月に１３回目

の旅をしました。

野菊の会           美濃和香子 囲碁・将棋            宇仁義明
２０１１年９月に始めましたので、４年目に入

ります。 メンバーは現在９名です。 季節の花

を飾り、お菓子を用意して優雅に楽しんでいま

す。

毎月、第２・第４木曜日１２：３０～１５：００

ふれあいルームで開催。 常連は囲碁３名、将

棋５名で碁盤１面、将棋盤２面で楽しんでいま

す。

第４５回嵐山・嵯峨野散策、渡月橋にて
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コスモス             妹尾美紗子 盆踊り               押江一恵

一人暮らしの会として２０１１年に発足しま

した。 毎月、第三木曜日にお互いの価値観を

共有しながらより有意義に過ごしています。

参加者７名前後で現在に至っています。

施設などの夏祭りに参加して楽しく盆踊り

ができたらいいなあと、月１回集まり子供のこ

ろや郷里のことを思い出し練習をしています。

組ひも              富平恵理子 天の川サロン            犬塚京華

日本伝統の技、組み紐を現代風にアレンジ

して日常に役立てています。

「天の川サロン」でお茶しながらおしゃべりし

ませんか。 ナルクのこと、人生のこと、なんで

もＯＫ！

あま「卓球楽友会」    神崎富貴子           ギャラリーへのお誘い    梅田壽雄

サプリ村野で月に２回ゲームを楽しんでい

ます。 卓球は相手への素早い反応で脳の活

性化を図り認知症を予防するそうです。

ふれ合いルーム「天の川」の一角で会員の

手芸品、写真、絵画など１ヵ月単位で展示して

います。 皆さんの作品の展示を待っています。
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会員活動促進   会員同士の結びつきを強くして活性化     山田 徹

８３０名の会員の活動を促進し、活動仲間

との親睦を図り、活動を省みて改善し、顔の見

える組織をつくるために、実施している活動

が会員活動促進施策です。 「地区会」「誕生

月カード」「会員研修」「イベント」「活動区分別

交流会」の５部門を通じて、全ての会員が気

軽に参加できる場と環境を整え、活動のレベ

ルアップと活性化を目的としています。

地区会    助け合いの原点は、近くに住む人同士から        山田 徹

地区会は、２００４年会員の増加に伴い、小

分化することにより、会員相互の親睦を深め、

情報の伝達や収集を円滑にし、「天の川クラ

ブ」を活性化するため、枚方市を１０に区分し

世話人を設け、地区会として発足しました。

会員相互の顔が見え、お互いに助け合う

環境を整え、かつ緊急事態に即応できる体制

をつくり上げることを目的としています。

誕生月カード    おめでとうございます、元気で良い一年に！   神崎富貴子

２０１３年度から、会員とのつな

がりを確かめ合う手段とし、誕生

月カードを対象月ごとにお届けし

ています。 皆さんにとって誕生日

という特別な日に「天の川クラブ」

が関わり合えることを願い、「おめ

でとうございます」「お元気で

すか」「これからの一年も元気

で良い一年になりますように」

と安否確認とお祝いの両方を

兼ねてメッセージをお届けして

います。

会員研修    活動提供者の技能をアップし活動範囲を拡大       石西正子

活動提供者のレベルアップを目的として

２００７年度までは「コーディネーター養成講

座」を実施し、地域支援包括センターや特養

施設など、事業所からのニーズに対応できる

取り組みを行ってきた。

２００７年末のナルク本部「シニア介護サポ

ーター・インストラクター養成講座」を機に

２００８年度から、会員のボランティアとし

ての知識と技能の向上を目的に「シニア

サポーター養成講座」を会員研修として、

１回４日間の研修を３年間で４回実施し

た。 受講修了者延べ約９０名になった。

次いで、ＡＥＤの研修を４年間実施し、

さらに車椅子の研修を実施した。

２０１３年度はコーディネーターの「フォ

ローアップ研修会」を企画。 ボランティアの基

本理念を深め、ロールプレイングで実演を行

うと共に、コーディネーターの、日頃の悩みや

課題の意見交換を行い、ボランティア利用者

と提供者の調整役としての、さらなる技能向

上を図った。

グループで討論して、お互いもっと親密に
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イベント   思い出になった『秋のつどい』と、楽しみの「バス旅行」  和田亮吉

ナルク「天の川クラブ」のイベントは、会員の

親睦と交流を目的に『秋のつどい』とバス旅

行を実施してきた。

２００２年１０月に交野市「星の里いわふね」

施設の下流で第１回目を１０９名の参加者の

もと、弁当を食しながら歌体操やゲームを行

い「秋のイベント」として開催した。

以降毎年１０月に開催することとなり、第２

回以降は、午前は上流で模擬店を各地区が

焼そば、焼肉、やきとり、おでん、カレー、飲み

物を担当し、午後は、体育館で音楽鑑賞、演

芸観賞、クラブの発表、抽選会などで楽しみ

会員の親睦を図った。

第３回より「秋のイベント」を『秋のつどい』

に名称変更。 第８回は、交野拠点分離お別

れ会を２３８名参加し開催。 毎回２００名を超

える参加者で第１１回まで盛大に開催してき

たが、施設の収容人員の問題や会員の高齢

化、模擬店スタッフの負担軽減などを配慮し

て２０１３年度第１２回を最終回とし、今後のイ

ベントの在り方や方法などを見直すこととな

った。

会員のバス旅行は、２００４年「日帰りバス・

カニツアー」が最初に実施された。 以降年

１回をめどに「水郷めぐり」「秋の紅葉・閑谷

学校」「湖東三山・紅葉めぐり」「関宿・御在所

岳」「鳥取砂丘」を行い、一泊旅行は、「羽合温

泉」「片山津温泉」などを実施してきた。

活動区分別交流会  会員同士の連携と情報交換の場です       古布啓治

活動区分別交流会は、２００８年９月より開

催され、時間預託活動、奉仕活動などの各分

野で活動している会員が、連携と情報交換を

行い今後の活動に生かすことを目的としてい

ます。

同じ活動をしていても一緒に顔を合わす機

会が少ないこともあり、この交流会で親睦を

深め、仲間意識を高め、また会員により提供

内容が大幅に異なることのない

ように、情報交換して提供活動の

連携を図ることが大切です。

例えば、家事介助、庭・植木の

手入れなど、利用者側の要望は

千差万別、提供者側も個人差が

あります。 この差をなくし交流会

での意見交換と調整が大切とな

っています。

また「ファミリーポートひらかた」ではポート

の先生、子育てチーム（ひらかた・サプリ村野）

花壇チーム四者合同での交流会を行い共通

項目に取り組み成果を挙げています。

組織が大きくなり、提供活動が多くなるほ

ど、この区分別交流会が大切な活動で近年

は、活発な交流会が盛んに開催されていま

す。

第１２回『秋のつどい』焼き鳥・焼きそばと奮戦

ファミリーポート四者合同の交流会で「子育て支援」を話し合い
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事務局   ＮＰＯの運営は事務所を開き、電話番を置くことから    和田亮吉

１９９４年：枚方市大垣内町の北大阪商工

会議所西隣の文化住宅を借り活動を開始。

１９９８年：会員管理システムとしてＡＣＥ３２

（エース３２）の導入。

２０００年：創刊号から２ヶ月ごとに発行して

いた会報は毎月発行に変更。

「天の川クラブ」のホームページも開設。

２００１年：奉仕活動点数管理の制度が始

まり、事務処理が追加。

２００２年３月：事務所を新町１町目モリビ

ル１０３号室に移転。 パソコン２台増設。

２０１１年：同ビル内の１０１号室に事務所を

移転。 １０３号室をふれあいルームとして開放

し、同好会やギャラリー展示などで活用。

２０１２年４月：会員管理システムＡＣＥ３２を

Ｎ－One（エヌワン）システムに切り替え。

（会報・ＨＰ・入力・手配り・会計・会員管理

など、事務処理作業も増大）。

広報渉外   会員の活動促進は会報で、新入会員の勧誘はＨＰで   東平守弘

１９９４年７月、拠点設立直後の９月に会報

「天の川｣の創刊号、Ｂ５版を隔月に発行しまし

た。 その後編集委員の努力により、現在では

A４版に拡大し８～１０ページで内容の濃い機

関紙に成長しました。

２０１２年度の枚方市の「機関誌コンクー

ル」で努力賞を受賞しましたが、今後も会報

｢天の川｣は会員に情報を伝達する機関紙とし

てさらに内容を充実させていきます。

また、ホームページはナルク全拠点の中で

もトップクラスの素晴らしい内容で他拠点が

ホームページを作成する模範となっています。

２０周年を迎え、今後は少子高齢化が進む

社会において、ナルク枚方拠点の活動する分

野は広がることが予想されるため、｢天の川ク

ラブ｣のホームページや会報「天の川」をはじ

め、ガイドブックの活用などで、新しい会員を

発掘し活動者の若返りを図ります。

枚方市をはじめ、社会福祉協議会、地域包

括支援センター、各ＮＰＯ団体などの外部団体

と地域社会に密着した活動を積極的に行い、

内部活動では地区会をより活発な活動を推

進していきます。

また今後は、市内の企業に対しても退職後

の地域社会貢献に取り組む場として、ナルク

入会の促進につなげてまいります。

月初めはデータの入力にてんやわんや

「天の川クラブ」のホームページ、毎月更新中

電話、入力、会計、手配りでクラブを支えます

写真要す
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地区会の紹介 （紹介者：２０１２年度または２０１３年度の地区代表世話人）

1 地区会   地区内できめ細かく助け合っています            山田 徹

１地区は枚方市の最北部に位置し、会員

数は１３４名と「天の川クラブ」１０の地区の

中でトップを誇っています。

当地区の楠葉は、公園が多く買い物も便

利で高齢者の住みよい所です。

高齢になっても「何かしたい」と思わ

せる活気のある街で、当地区の会員数

の多さも活発さも、この街の明るい雰

囲気によるものと思われます。

現在、運営委員４名、世話人１０名、

連絡員１２名、コーディネーター４名の構

成で、活発に横のつながりも密にして

団結力で活動しています。

地区会は年３回、新年懇親会、お花

見懇親会、講演懇談会などを開催して

います。

反面、平均年齢も７４歳と高齢者が

多いのもトップであり、利用者会員も多く、

提供者の増加が急務です。

「地区内の利用・提供は地区内で」を目標

に、会員数の多さだけでなく、きめ細かく助

け合う温かい地区会を目指しています。

２地区会   発展する地域で奉仕活動に勤
い そ

しんでいます      一宮順世

私たちの２地区は、船橋川と穂谷川の間の

狭い地域ですが、枚方市の人口の約１割が

住んでいます。 枚方八景で知られた桜の名

所の牧野公園や阿弖流爲
ア テ ル イ

の塚があり、また最

近、次々大きなスーパーがオープンし、京阪牧

野駅にバスロータリーができ、賑わいのある街

になりました。

当地区会の皆さんは、各自の

持ち味を生かし、ボランティア精

神を大いに発揮されています。

例えば、ナルク設立当初から奉

仕に奔走する会員をはじめ、会

報「天の川」の編集担当者や、

「天の川クラブ」のホームページ

を毎月更新する会員は情報発信

の要にもなっています。 また、地

区内にある「社会福祉法人ファミリーポートひ

らかた」の環境整備に、子育て支援に積極的

に取り組む会員もおられます。

私たちの基本である奉仕活動に骨身を惜

しまず勤
い そ

しむ素晴らしい方々が、我が地区会

の誇りです。

地区会の後、楠葉中央公園で恒例の花見

牧野公園、伝「阿弖流爲（アテルイ）の塚」の前で
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３地区会    趣向を凝らしたイベントを企画し活性化しています    庫本方明

私たち３地区は、北は天野川から穂谷川ま

で、東は国道１号線から淀川まで、商業施設

などほとんどない住宅地で構成されています。

また古代遺跡や王朝時代の渚院の跡なども

残る歴史的な所でもあります。

現在会員数は４６世帯７２名（２０１４年３月

末現在）集まればすぐに和やかな輪ができ、

お互いの絆を確かめ合い、語らい楽しんでい

ます。

ボランティアへの意気は高い方ですが、

少々高齢化しており 活動に制限があるのが

残念なところです。

たくさんのボランティア活動の中で「天の

川クラブ」施設活動の原点ともいうべき市の

介護施設が当地区内にあり、そのボランティ

ア活動に、他地区の会員と共に当地区からも

大勢参加しています。

また、年に２～３回研修会、食事会、折り紙

など趣向を凝らした地区会を開催、２０１３年

４月から「女子会」？なるものも発足し、今後に

期待が寄せられています

最近、若い新入会員を迎え、３地区も少し

平均年齢が低くなって喜んでいます。

（文責：山中暁子）

４地区会   百済寺を心のよりどころにして活動提供中です      東 好秋

４地区は枚方市の中心より南の天野川以

東にあり、国道１号線で分断されているが、中

心に百済寺跡史跡公園があって枚方百景

「百済寺跡の松風」にも選ばれ、桜の名所とし

ても有名です。 また国

道１号線の天野川交差

点は渋滞の名所になっ

ています。

地区内在住の方は

５０世帯７６人で（２０１４

年３月末現在）比較的男

女とも提供者の多い地

区です。 地区会は２回

／年が定着しており、

市のなんでも講座、レストランでの昼食会、戸

外での昼食会などなどです。

「天の川クラブ」が企画した「ＡＥＤによる心

肺蘇生」の講習には、４地区の会員が参加し

た割合は、全体の１/３を占めるほど意気込の

高さが伺えます。

地区会、料理講習を受けで昼食を作る

国の特別史跡、府下では

大坂城跡と百済寺跡だけ

脳トレのお手玉回しで大笑い

ふれあいルーム、枚方市の出前講座で学ぶ
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５地区会    地の利を生かして、緊密に連携し活動しています    和田喜代美

５地区は天の川の河口左岸から伊加賀ま

での地域で、京阪枚方市駅、枚方公園駅があ

り、とても便利な所です。

枚方市役所、税務署、枚方警察署、市民会

館など官公庁は言うに及ばず、ラポールひら

かた、メセナひらかた、などの施設や、ナルク

「天の川クラブ」の事務所もあります。 また、

意賀美神社、淀川資料館、枚方宿、ひらかた

パークなどがあり、昔、宿場町があった旧街道

筋では、毎月第２日曜日に「くらわんか五六

市」が開かれてたくさんの人で賑わいます。

地区内での主な活動として、天の川堤の清

掃（アドプト・リバー・ＮＡＬＣ天野川）、岡東中

央公園の清掃（クリーン・アダプト）、月１回の

昼食会（５レディース）などがあります。

地区会員数は、２０１４年３月末現在、４７

世帯７１名で、地区内での会員相互の利用・

提供活動を積極的に進めています。

（文責： 犬塚京華）

６地区会   お互いが良く分かり合い、優しい地区です         植本壽満枝

６地区は、国道１号線より南にあり、端は、

香里団地までです。 東は、天野川より以西で

川越、開成、五常、香里、山之上の五つの小

学校区を抱えています。 「香里団地の並木」

は枚方八景の一つです。

会員数は、「天の川クラブ」内で２番目に多

い１０５名、世帯数７０です。 男女の構成比は、

男２対女３、平均年齢は、７１歳（２０１４年３月

末現在）です。

地区会は、年３回行い（２０１３年度から、世

話人を５名から１０名に増員）、また、顔の見え

る地区づくりを目指し、２０１１年秋より、六友

会（歩こう会）とロック・サロンを始めました。

六友会は、誰でも参加できるように距離を

短くし、月１回の開催で、名所旧蹟を歩き親

睦を図ります。

ロック・サロンも月１回、喫茶店に集まり、お

茶を飲みながら、楽しい会話を通して、お互い

がより良く分かり合い、優しい地区を目指して

います。

現在、会員の約３割の方が常に活動してい

る６地区です。         (文責： 髙橋 保)

オレオレ詐欺の講習会、だまされないように地区会を終えて天野川堤防で花見散策

ロコモで骨、関節、筋肉を鍛えて寝たきり予防
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７地区   皆で支え合い楽しく活動する地区を目指しています   西尾千鶴子

７地区は、１５人の世話人が交代で行事を

担当し、明るく元気に活動しています。

地区会員の相互扶助を図るには会員宅を

知っておくことも大切と、会員宅をルートにし

た「７地区見て歩き」を計画。 参加者は地図

を片手に探索しながら歩きました。

昨年度最初の行事は４月の「野草花見の

会」でした。 八幡の背割堤を歩きながら、可

憐な野花を観賞し、タンポポ、オドリコソウなど

の群落に感動しました。

また、親睦活動としては「７地区サロン」を

昨年７月から月に一度開催しています。 サロ

ンでは「お茶」しながら楽しくいろいろな話が

飛び交います。 今後、サロン活動で会員相互

の信頼が高まり、活発な活動につながること

を期待しています。   （文責： 佐々田雅春）

８地区    仲間づくりで地域力アップに努めています          南谷登代子

隣接する交野市の山間部から淀川に向け

て流れる天野川の左岸に位置する８地区は

江戸時代には枚方宿の人馬の応援をする助

郷として栄えた地区です。

茄子作の地名は昔からおいしい茄子の名

産地だった説や平安時代、狩猟用の鷹に付

ける名鈴（なすず）を作っていた村からきた説

などが語られています。

３９世帯、６６人と地区会の中では小さい地

区ですが団結力とパワーはあります。 運営委

員２名、世話人７名、毎月楽しくおしゃべりを

しています。 年２回の地区会や懇親会、頻繁

に会うことから仲良くなり助け合える仲間づ

くりができると信じています。（文責：澤田年江）

「７地区会サロン」に集まり、四方山話

お出汁
だ し

で食べるたこ焼き、おいしい！春の花咲く山田池公園散策

タンポポ群落を背景に「野草花見の会」
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９地区  出会いのチャンスを増やし、お互い顔が見えてきました    倉森孝夫

９地区は枚方市の西端、寝屋川市と隣接し

た地域で、会員の中にも寝屋川市の方もいて

会員数は６２名、４０世帯とまとまった地区で

す。

地区会は、２００５年よりスタート。 「会員同

士顔の見える地区会」をモットーに活動を始

めました。 まず会員同士のより多くの接点が

必要と、年２回の

お茶会と地区会、

ウォーキング、バ

ーベキュー、カラ

オケ会、グラウン

ドゴルフ、青春き

っぷによる見学

会など、年間１８

回の行事を実施

しました。 次第

に参加者も多く

なり、昨年は約６割、延べ１８０名が参加して、

顔の見える地区会になりつつあります。

さらに、それらの活動をベースに、地域内の

デイサービスセンターへも年数回、支援活動

も行っています。

しかし、現在、地域内での利用者は少数で

すが、会員の高齢化と共に支援活動体制の

充実を配慮していくこと、併せて若い方の加

入促進が今後の課題です。

１０地区 山と公園に囲まれた広い地区で縦横に活動しています   野村文夫

１０地区は東南が山、西には山田池公園

が広がっている緑豊かな文化、学園地域で

す。

地区は JR の沿線で津田から長尾の三駅

にわたっており、東は穂谷までと非常に広い

活動範囲です。 これは一面、会員相互の連

携にとっては課題でもありますが・・・。

地区会では山田池公園などの自然や

王仁公園などの史蹟を生かした野外での開

催、ふれあいルームなどでの勉強や懇談を

年間２回行ってきました。

今後とも、会員相互の連携を深め、よりき

め細やかな活動を展開するという原点のも

とで、皆で協力し、楽しい雰囲気で頑張りた

いと思います。

春の恒例の地区会と「花見とお点前」万博公園へのウォーキング

一年中、花が咲く山田池公園は格好の集合場所オー・ジーンズの生演奏で懐かしの歌を合唱
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統計資料
年度別活動経過（１９９４年設立から２０１３年度まで）

2008/11 に枚方拠点から

交野拠点が分離、独立



統計資料

      59

２０１３年度 活動実績

  

構 成 男 女 合計

人 数 336 498 834

比 率 40.3% 59.7% 100%

年齢平均値 73.8 71.8 72.6

年齢中央値 73.4 71.2 72.3

人
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時間預託活動・奉仕活動の一覧表

                                                        「天の川クラブ」事務局

時間預託活動
項  目 内  容 備  考

会員相互扶助 １１１ 家事・介助支援 掃除、買い物、洗濯、話し相手、食事作り、留守番、見守

り、入院時の（洗濯・買い物・話し相手）、外出介助など、

１１２ 庭・植木の手入れ 植木の剪定、草刈、水やり、鉢の植え替えなど

１１３ ハウスヘルパー 住宅小修理、障子張り、水漏れ修理、家具移動、模様替

えなど

１１４ 送迎ボランティア 移動困難な会員を移送する、通院、お墓参り、観劇・コン

サート・公園・名所巡り

１１５ パソコン指導Ｖ パソコンに関連する助言と指導（会員宅への訪問指導）

１１６ 生活研究アドバ 本部からの各種アンケートなどの依頼に参加

１１９ 技能その他提供Ｖ 生きがい創造学園関係の各種講座の手伝い

福祉施設 １２２ サンセール香里園 書道、着付け、脳の健康教室、生け花

１２６ エイジフリー・ライフ 喫茶、手芸教室、植木手入れ、話し相手、リビング手伝い

事務局活動 ６１１ 事務局 全般、ＰＣデータ管理、会員管理、会計

７１１ 広報・渉外 会報、ホームページ

注：活動ボランティアの利用あるいは提供に際しては、事務局へ確認願います。 担当コーディネーターから説

明します。

奉仕活動
項  目 内  容  備  考

福祉施設 ２１６ エイジフリー・ライフ 季節行事手伝い

２１１ サンポエム 配膳、下げ膳、喫茶コーナー、話し相手、季節行事

２１７ ひらかた聖徳園 季節行事手伝い

２１９ その他福利施設 季節行事手伝い、話し相手、演奏

子育て支援 ２２３ 子どもいきいき広場 『遊びの玉手箱』

２２４ 子供安全見守隊 登下校の見守り

２２５ 親子支援広場 教育文化センター・ファミリーポート・広場「さぷり」の支援

２２９ その他子育て支援

環境美化 ２３１ 天野川 アドプト・リバー・NALC 天野川

２３２ 岡東中央公園 クリーン・アダプト

２３３ 楠葉中央公園 クリーン・アダプト

２３９ その他 天の川大清掃、道路清掃

その他外部 ２４１ 外部活動（ＮＰＯ・社協） イベント参加

２４２ 青色防犯パトロール 車による市内パトロール

２４３ ハンドマッサージ活動 ハンドマッサージによる交流

内部活動 ２５１ 声かけボランティア 登録会員への声かけ

２５９ ナルク活動 会報手配り、事務所活動、会議

注：活動ボランティアの提供に際しては、事務局へ確認願います。 担当者から説明します。
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「青春」  サムエル・ウルマン
宇野 収・作山宗久氏の訳

青 春

青春とは人生のある期間ではなく、心の持ちかたを言う。 薔薇の面差し、紅

の唇、しなやかな肢体ではなく、たくましい意志、ゆたかな想像力、炎える情

熱をさす。 青春とは人生の深い泉の清新さをいう。

青春とは怯懦
き ょ う だ

を退ける勇気、安易を振り捨てる冒険心を意味する。 ときには、

２０歳の青年よりも６０歳の人に青春がある。 年を重ねただけで人は老いな

い。 理想を失うとき初めて老いる。

歳月は皮膚にしわを増すが、熱情を失えば心はしぼむ。 苦悩・恐怖・失望に

より気力は地に這い、精神は芥になる。

６０歳であろうと１６歳であろうと人の胸には、驚異に魅かれる心、おさな児

のような未知への探求心、人生への興味の歓喜がある。 君にも吾にも見え

ざる駅逓が心にある。 人から神から美・希望・喜悦・勇気・力の霊感を受ける

限り君は若い。

霊感が絶え、精神が皮肉の雪におおわれ、悲歎の氷にとざされるとき、２０歳

であろうと人は老いる。 頭
こうべ

を高く上げ希望の波をとらえる限り、８０歳であろ

うと人は青春にして已む。

出典：“「青春」という名の詩”。 著者：宇野 収・作山宗久。 出版社：（株）産業能率大学出版部。

出版社の許可を得て詩と写真を掲載。 詩の漢数字をアラビア数字に変更して読みやすくした。

サムエル・ウルマン（Samuel Ullman）

１８４０年、ドイツで生まれ、子供のとき両親と共にフランスからアメリカに移住した。

南北戦争で南軍に参加。 １８８４年にアラバマ州バーミンガムに住みつく。 ビジネス

マンの生活を終えて、社会奉仕に生きた敬虔なユダヤ人。

「青春の詩」（Ｙｏｕｔｈ）は７０代のウルマンにより書かれた。 ８２歳のとき、家族により

自費出版された詩集「８０年の歳月の頂から」の巻頭を飾る。 この詩集の発行２年後、

１９２４年にこの世を去った。
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編集後記

ナルク「天の川クラブ」の設立２０周年を迎えるにあたり、２０１２年５月度の運営委員会で

記念誌の発行が議決され、翌月、編纂委員会が結成されました。

７人の編纂委員が集まり、記念誌は２０年を振り返るだけでなく、現在と将来を考える資料

にしようという方針を取り決めました。 それ以来、数回の打ち合わせとメーリングリストを利

用し委員間で作業を分担して、なんとか形にまとめることができました。

２０年の間に世の中はアナログからデジタルに変わりました。 いろんな方々に当時のアナ

ログの貴重な写真や資料の提供をお願いしました。 また、会員の皆さんからは日々の活動

で忙しい中から、詳細な活動紹介の寄稿を頂き、また記念誌の構成についてもいろいろ意見

を伺いました。 このような皆さんの協力と支援なしにはこの記念誌は存在しません。 厚く

お礼を申し上げます。

この記念誌は６０ページ余りの薄い冊子ですが、「天の川クラブ」に結集した幾多の方々の

行動の軌跡と思いが詰まっています。 また過去および現在の会員の努力で得られた貴重な

活動資金が使われています。 大事に保存するだけでなく、新会員の勧誘に役立つことを祈

ります。

  出版社の好意で掲載した「青春」は、戦後の日本の復興に活躍した多くの人たちに感銘を

与えた詩です。 私たちも、いつまでも心に若さを持って毎日を過ごしたいものです。

ナルク「天の川クラブ」設立２０周年記念誌編纂委員 (５０音順)

植本 壽満枝   澤田 年江 蕎麦谷 東造 福田 勝博    三津 輝雄

向井 範雄    和田 亮吉

２０１４年（平成２６年）６月２０日発行

発行  NPO法人 ＮＡＬＣ枚方拠点「天の川クラブ」

〒５７３－１１９１  枚方市新町１丁目６－２１－１０３ モリビル１F

ＴＥＬ ０７２－８４６－３９７５  ＦＡＸ ０７２－８４６－４００１ H P ｈｔｔｐ：//hk-nalc.jp/

印刷  株式会社 京阪工技社

〒５７３－１１９２ 枚方市西禁野２丁目４－１８

ＴＥＬ ０７２－８４０－２９５８  ＦＡＸ ０７２－８９８－６５９０
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年表 周年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
西暦年度 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14
平成年度 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 Ｈ26
ナルク本部 ＜WAC・AC呼掛け＞ WAC・AC結成(94/4) NALC独立 NPO11/6

ナルク記念事業 5周年（南港） 10周年(東京） 15周年（京都） 20周年（宮城）

「天の川クラブ」定時総会 設立総会 第２回 第３回 ＜中間報告＞ 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回 第１１回 第１２回 第１３回 第１４回+臨時 第１５回 第１６回 第１７回 第１８回 第１９回 （第２０回）

代表者 星川 中田 *大田 → 宮本 → → 野村 → → → 汐川 → 上田 → → 庫本 三津 → 近藤 →

事務局長 小山 → → 宮本 野村 舘 → 上田 → → → → 平山 → 和田 → → → → → →

事務所(会員管理） 大垣内事務所開設94/9 パソコン導入 ファックス ACEシステム導入 モリビル事務所移転02/3 枚方・交野分離08/11 ふれあいルーム開設 　N-Oneシステム導入

募金活動・現地支援 阪神淡路大震災95/1救援 新潟・福井大水害04/9募金 東日本大震災11/3（宮城派遣①②③）

関係法制 NPO法98/12 介護保険制度00/4 介護保険改定（予防重視）06/4 NPO法改正(認定）12/4

公的年金改定（比例部60→65歳H25）94/ 公的年金改定（固定部60→65歳H37）00/ 道路運送法改定06/10

時間預託（開始） 家事・介護 植木 移送 パソコン ハウスヘルパー・生研アド 時間預託寄付・寄付金制度発足

奉仕制度 Vシール制度 奉仕制度(点数）

地域社会対象の事業活動
映画上映 映画「一本の手」 映画「日傘の来た道」

ホームヘルパー養成講座 HH開始 → → HH中止

地域社会対象の奉仕活動
アドプト・リバー・N天野川 （天の川大清掃） 開始 → → 市へ移管 アドプト開始 → → → → → → → → → → →

クリーン・アドプト岡東・楠葉 岡東開始 → 楠葉開始 → → → → → → → → → → → →

志希自然小　（青色防犯パトロール）（ハンドマッサージ） 志希開始 → → → → → → → → → → → → 志希中止 青パト開始 ハンド

ふれ愛・ＦＳ ふれ愛開始 竹遊参加 『遊びの玉手箱』　　→ → → → → → → → 竹遊中止 → →

NPO-C支援・フェスタ 楠葉チャリティバザー　→ → → → フェスタ開始 → → → → → → → → → → （第1回防災小学校）→ → →

子ども安全見守り 子ども安全開始　→ → → → → → → → →

施設への奉仕活動
福祉施設 （サンポエム） サンポエム → → → → → → → → → → → → → → → →

（エイジフリー・聖徳園） エイジフリー 聖徳園 → → → → → → →

親子広場支援(子育て支援） サプリ村野 → → すこやか教文　→

ファミリーポート枚方 広場さぷり

会員奉仕
声かけボランティア 声かけ開始 → → → →

ナルク市民後見人 後見開始 → → → →

受託事業（公）
軽度生活援助 軽度開始 → → → → → → → → → → → 在宅生活援助　　　→ →

サンポエム配食 配食開始 → → → → → → 配食終了

生きがい創造学園 生きがい開始　　→ → → → → → → → → → →

生涯学習支援Ｃきらら きらら開始 → → → → → → → → →

受託事業(民間）
サンセール サン開始 → → → → → → → サン縮小 → → → → → →

花梨 花梨開始 → → → → → → 花梨終了

エイジフリー エイジ開始 → → → → → → → →

文化・スポーツ
川柳 川柳 → 川柳教室 → → 50回句集 → → → 100回句集 → → → → → → → →

竹遊会 （着物）→ → → 竹遊開始 → → → → → → → → → → → → → →

英会話 （探鳥）→ → → 英会話開始 → → → → → → → → → → → →

カラオケ友の会 （手芸）→ → → カラ開始 → → → → → → → → → → → →

『遊びの玉手箱』 (囲碁）→ → → 遊び開始 → → → → → → → → → → →

楽しいオカリナ (料理教室） → → → → オカ開始 → → → → → → → → → →

健康麻雀「雀」 （麻雀）→ → → 麻雀開始 → → → → → → 麻雀中止

マジック友の会 (園芸）→ 開始 → 庭木(預託活動へ） マジック開始 → → → → → →

オー・ジーンズ パソコン開始　　　→ → 預託活動へ オー開始 → →

ゴルフクラブ ゴルフ開始 → → → → → → → → → → → → → → → →

テニスクラブ テニス開始 → → → → → → → → → → → → → → → →

ウォーキング （歩こう会） → → → ウォーキング開始　→ → → → → → → → → → → → → → → →

ふれあい散策「カワセミ」 カワセミ開始　　　→ → → → → →

各種同好会（天の川サロン） 天の川サロン開始　→ → → → 同好会開始 (サロンは同好会へ）→ →

会員活動促進
会員調査 介護Vアンケート 会員アンケート アンケート 意向調査 会員アンケート

地区会 地区会（枚方南・北・交野の3区分）→ → → → 地区会（11区分）→ → → 地区会(10区分）→ → → → → →

CO研修 CO研修（2回） CO養成 CO養成 → → → →

シニア介護研修 HH3級講習WAC 一日介護教室（日赤） → シニア第1回講座　→ 第４回 （第５回）

「天の川クラブ」イベント 新年会 忘年会 第1回「秋のイベント」→ 『秋のつどい』　　→ → → → → → → → 第12回 （イベント）

活動区分別交流会 開始 → → → → → → → →

親睦旅行（日帰り・一泊バス旅行） 第1回かに しあわせの村 水郷めぐり 羽合（一泊） 閑谷学校 湖東三山 御在所岳 片山津（一泊） 鳥取砂丘 レオマの森（一泊）

誕生月会(誕生月カード） 誕生月開始 → → 誕生月休会 誕生月カード →

広報 隔月発行・B5サイズ 毎月発行B5サイズNo.38 A4サイズNo.77

会報「天の川」(編集担当） 創刊号94/9大田　→ No.12石見 → No.26山本 → → → → → No.77本嶋 → No.105福田 → → → → → → → →

ホームページ(担当） HP開設（舘）　　　→ → → → HP更新（山添）　→ → → → → → → → →


